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村の人口
-4)]1 日現在—

世帯数 1. 811戸

人口総数 8 712人

男 4. 297人

女 4 .4 15人

(3 凡中のうこき）

出生 11人 死亡 13人
転入 22人 転出 54人
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ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
、
戦
没
者
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
戦
没
者
に
啓
発
活
勁
や
環
境
整
備
の
浄
化
に

c
l辺
路
を
歩
く
と
き
は
右
側
を
の
迫
族
に
子
と
も
が
あ
る
場
合
で
、
扶
助
料
小
ノ
な
千
砿
言
卑
示
切
四
曲
叩
自
〖
に
警
察
官
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、

0

赤
、
青
、
黄
色
の
信
号
の
意
味
寸
対
す
る
特
、
年
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
田
焉
日
比
野
正
美
さ
ん
非
行
防
止
に
活
動
す
る
民
間
協
力

と
、
こ
れ
夕
．
し
つ
か
り
守
る
こ
る
請
別
弔
慰
金
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
者
で
す
。

ー
す
金
支
給
法
が
す.. 

矢
島
清
水
義
雄
さ
ん
今
月
の
納
税

昭
和
四
十
こ
の
法
律
が
昭
和
四
十
一
年
に
者
少
年
の
不
良
化
防
止
活
動
の
当
村
か
ら
は
、
始
沢
重
信
（
梅
原
昭
和
四
十
四
年
度
の
納
税
が
今

0
[な
ら
ず
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
る
対
慰
年
六
月
に
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
の
戦
没
当
時
一
環
と
し
て
、
昨
年
四
月
よ
り
少
）
さ
ん
と
野
木
村
昭
（
上
江
黒
）
月
か
ら
は
じ
ま
る
訳
で
す
が
、
今

な
こ
叶
公
布
施
行
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
兄
弟
姉
年
音
察
協
助
貝
制
度
が
実
施
さ
れ
さ
ん
の
二
名
が
、
県
笞
本
部
長
J
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

□
/
退
/
新
]
:

広 報 め い わ 第 9 I リ (2) 

四

月

ノ＼

日

か

交
通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運
動
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も
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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謡
｀
り
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p

う
死
転
ゃ
問
題
性
の
あ
る
こ
と
も
の
正
み
ん
な
で
こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ
．
ゞ
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和
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
豆

5
5
5わ
な
い
よ
う
に
二
i
“
"
"
"
わ
よ
び
し
い
し
つ
け
、
ま
た
妊
産
婦
や
ま
し
よ
う
．
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の
月
人
人
遵
一
一
才
児
の
他
康
診
査
や
保
健
こ
の
運
動
は
、
運
転
者
だ
け
の
．

9．

数
数
月
3
1
最
近
の
交
通
状
況
は
自
動
車
の
に
の
ぽ
り
、
前
年
に
比
較
し
て
、
前
記
の
と
お
り
国
道
―
二
二
号
し
よ
う
．
み
ん
な
が
い
つ
も
そ
う
三
、
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の
励
|
\
\
4
\

5

総

4
1
3
指
導
な
ど
す
す
ん
で
受
け
る
よ
運
勁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
歩
く
人

村
＿
言
已
汀
月
日
『
に
打
鯰

L
心
評
且
且
且
蒻
り
賛
“
断
歩
道
に
お
け
る
保
護
和
料
“
い
い
：
践
活
＂
い
芸
訂
籍
＂
立
季
節
の
話
題

年
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
人
身
事
昭
和
四
十
一
年
の
最
高
三
三
一
人
＠
事
故
の
発
生
す
る
時
間
帯
は
、
四
、
自
動
車
等
を
運
転
す
る
人
は
勁
に
結
ば
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
い
ま
す
．
五
月
の
表
情

故
は
、
に
つ
ぐ
悲
し
い
記
録
を
示
し
ま
し
午
後
五
時
ー
六
時
九
八
七
作
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、
絶
対
に
飲
酒
を
し
な
い
。
さ
せ
英
米
人
は
、
M
a
r
e
h
w

im
a
,

動
が
今
月
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
五
、
這
路
交
通
環
境
の
整
備
改
菩
ー
西
小
屋
内
体
育
館
建
設
用
地
ば
疇
炉
彗
。
い
パ
釣
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件
数
一

0
0
五
た
．
午
後
六
時
し
七
時
八

0
二
件
こ
と
し
も
春
の
全
国
交
通
安
全
運
な
い
こ
と
の
徹
底
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1薗置園賢露囀問澪泊薗璽
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毒
性
も
あ
リ
ま
せ
ん
．

敵
入
そ
れ
で
は
、
こ
の
防
除
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
申
し
ま
す
と
、

*
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ま
ず
薬
剤
防
除
を
考
え
が
ち
で
す

の
'
.
士
へ
が
、
そ
の
前
に
巣
の
あ
る
枝
葉
を
見
つ
け
た
ら
切
り
氏
ズ
つ
て
焼
く
か

澤
5

踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
．
高
い

、
i
古
今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
枝
葉
に
巣
が
あ
る
時
は
、
棒
の
先

一
に
ポ
ロ
布
な
ど
を
ま
い
て
、
燃
や

五
月
は
若
葉
の
季
節
で
す
．
し
成
虫
と
四
回
に
型
が
か
わ
り
ま
す
盛
で
、
六
月
か
ら
七
月
の
オ
一
世
一
し
な
が
ら
葉
と
虫
を
焼
い
て
く
だ

か
し
、
こ
の
季
節
か
ら
は
緑
の
大
多
は
蛹
で
過
こ
し
、
五
月
二
十
代
の
幼
虫
期
、
八
月
下
旬
か
ら
九
さ
い
．

敵
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
シ

D

ヒ
ト
リ
日
頃
か
ら
成
虫
（
蛾
）
と
な
り
、
月
の
オ
ニ
世
代
幼
虫
期
が
植
物
を
◆
困
っ
た
と
き
は
、

の
は
び
こ
る
シ
ー
ズ
ン
で
し
あ
り
五
月
末
か
ら
六
月
に
卵
を
う
み
ま
荒
ら
す
期
間
で
、
植
物
の
最
も
大
ど
う
し
て
も
退
治
が
出
来
な
い

ま
す
、
す
．
こ
の
卵
は
、
小
さ
い
粒
が
集
切
な
時
期
が
食
害
期
に
あ
た
り
ま
時
は
、
役
場
経
済
課
へ
こ
連
絡
＜

そ
こ
で
し
う
＿
度
こ
の
ア
メ
リ
ま
り
か
た
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
す
．
だ
さ
い
．

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
に
つ
い
て
知
つ
て
一
か
た
ま
り
が
五
百
1

七
百
粒
で
粒
の
植
物
が
あ
れ
ば
何
で
も
食
連
絡
の
さ
い
は
、
次
の
こ
と
を

し
た
だ
さ
、
こ
の
撲
滅
に
協
力
を
す
．
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
を
防
除
い
荒
ら
し
ま
す
が
、
特
に
好
ん
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
．

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
な
い
で
放
つ
て
お
く
と
、
ま
す
食
べ
る
も
の
は
桜
、
桑
、
プ
ラ
タ
〇
発
生
場
所
並
び
に
発
生
状
況

ま
た
｀
参
観
者
も
可
愛
い
浪
劇
女
の
子
は
幼
稚
園
の
先
生
な
と
一

●
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
ど
ん
ま
す
増
え
て
し
ま

·
1

わ
け
で
す
．
ナ
ス
、
柿
、
ク
ル
ミ
、
梅
な
ど
で

0
連
絡
者
の
住
所
、
氏
名
、
雹
話

に
万
笛
の
拍
手
を
送
る
と
共
に
我
一
、
な
か
に
は
ク
俺
は
ダ
ン
ブ
カ
ー

な
習
性
か
こ
の
卵
が
か
え
つ
て
幼
虫
に
な
る
す
．
人
間
を
剌
す
こ
と
は
な
く
、
番
号

．
子
の
成
長
ぷ
り
に
眼
を
見
張
る
よ
の
運
転
手
に
な
る
ん
だ
ク
ク
私
は

こ
の
虫
は
、
オ
一
世
代
、
オ
ニ
時
期
は
、
六
月
上
旬
頃
で
す
が
、

世
代
と
一
年
に
二
回
発
生
し
ま
す
こ
の
ふ
化
の
期
間
が
長
く
、
糸
を
産
子
四

I
の
総
g
仕
i
上
げ

7で
し
た
．
な
か
で
も
ク
今
に
大
ス
チ
ヮ
ー
デ
ス
に
な
る
の
よ
．
ク
な

き
く
な
っ
た
ら
ク
．
と
題
し
て
、
園
ど
と
夢
と
希
望
を
胸
に
抱
い
て
、

両
世
代
と
し
、
卵
i
幼
虫
1

蛹
t
吐
い
て
小
さ
い
か
た
ま
り
に
な
っ

、
J
て
お
り
、
葉
脈
を
残

l

マ
葉
を
ア

う
｀
＼
リ
ミ
目
に
食
い
あ
ら
し
ま
す
．
期
間
お
遊
戯
会
開
く
児
達
の
将
来
の
夢
を
聞
い
た
と
こ
男
十
八
人
、
女
十
六
人
の
固
児
達

5
{
C
.

』
[
』
]
[
t
／
二
冒
汀
]
[
]
『

1馴
●]-
]
`
m

い
い
い
彗
賃
ー
学
校
し
入
学
し
ま
し

ょ

諄決hu 

,' 
支入収

円
げ
疇
喜
彗

9
8

冒
口
] 永
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選
挙
人
名
簿
に

登
録
申
．

こぷとリしいさんを演ずる幼児学級生

（東部児童館にて）
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のま村
受氷選
付久挙
を選管
行挙理
な人委
つ名員
て笥会
1 、にで

ま追は

@ @ @だで理印
方選 ←六に 有月力 さに委鑑左..,_

r墨竺合；計i且ず；醤g塁房貸出
名権 EI r- ―続ま上一 登事の事
簿が 以著日きで住日 録務う項二こ
かあ 前→現住にん現 の局えに
らり に昭在ん村で在 申ぇ‘該日を
もな 生和でで内いで 出六役当ま
れが ま二満 I ヽにる村 を月場す
てら れ十二る住方内 し二選るて？
I 、永 た四十方所→に て日挙方
た久 方年オ←を三三 くま管は

共楽使 ず明＜ うま役六
集済水用五 きるし選かす場月ま

三 ニニ合合害料月ム、まい‘挙たか総八た
II + ff十十納＾予‘の....,し政み人しら務 rl‘
FI 九八税昏防国納月ょ治ん名か登罪ヵ、選

日日 II 蚕組民税 う‘な淳め録にら挙
斗 はツ合年はの．丑投のてさお十人

矢西合東中 なオ令‘納 か来登くれい四名
島部田部央 とーオ布 なに録だてて日簿
公公薬児公 で期一線秒兌 生参もさい行まの
民民王栞民 す‘期‘ 活加れ 1 、るなで縦
館館寺館館 ・農‘水 をしを・かわの覧

業邑道 きてなどれ間が

報
-ｭの I ｀し

発まお梅
生すい雨
状がて期
況‘伝 1:

員二王［訓［翡
畜喜攣サ惰開置

下間キくよてり‘の‘+
®ろしいのは手、指 祖］のン接うさ敢接がそ彩

知ざ．｀王国罰刈門®ぇ、ゴキプリ、ねずみ．犬、猫などを台所へ入れない． 且：if赤儡点名g ：李［

羞｀り廷賃扇［口恥®を洗いましよう． ’ 施を射要早‘嘔疫疫た
す予はで期死吐痢痢‘

こんな時・・・・・・·…•• こんなふうに る防あす発亡‘は 1こ赤

言：：：］；蜻，芯悶芦翌昇 I ;•”;;; ；合悶
ヽ沙；は： 翠 互．で洗うと完全 塁区分 1 昭和149 年

皇言:i]ロニ；；｀汀
‘点策度・定事出十本二
村に‘は が業決三年十
と事在特 満計算年度一
ー業宅に 場画の度の B
体を心在 —‘承の総役
とす身宅 致収認事会場喜I
なす障ね 可入‘業が会
りめ害た 決支四報開議箋〖
各る児き さ出十告催室 ヽ種こ対り れ予四‘さにな
が蓮れ奉あ退会 に福り
そ見て仕つ任長まな祉ぴ
れー会活たさでたり向
ぞ雄長動木れあ‘ま上iこ
れさにと村‘つ役 L の
選ん就温徹新た貝たた予
臣，；冒塁塁｛灌窟 •2 算
ま島‘実ん前勝に 進、｛央
し一副さが副次つ す
た郎会を長会さ＼、 る る
・さ長慕年長んて こ
んにわのではは と

扉言m.葦：言信持し卒力新＜芸し‘‘向り力た＾つ十く業 l 農大 1 ヽりい県番 3. つい先をな豊組‘農米上‘年·百て七ーとル地 卦娑 さ ・まて防プなに然知よー
て農し持アか合さ業‘をハ計さ坪収年方のの畑島 れ す‘連ザおのなつう.._
示業てつイな技ら機野計ウ画らシ益にで所小六 ⇒三 カ•あ館 1‘ ら誘てに

ャ：；て ;9 喜：i只烹t a g偏琴晶g K謬醤よ贋目 る ら、；埜 a 占 1なぶ‘るヽ！用
いる 1 ・晨とづ長‘共輪共培造和にるの·差経 1 こん部格防こ行男こるべ殻村おくと南同作にの改四取ぺ高そが営ル重句三 利販＾三止とき性と 、
青きを青うりし大利経畑拡善十り（度こまで水治 用売誓四用・過で·』し‘
年姿破年盛にて島用営を大事年組‘利ですは田さ を察 0 の ぎも
でをりとな‘‘野とを陸と業かみハ用昭ま‘七 く．しツ円ーた‘
す身‘し実ざ明菜推確田技にらまウを和す他十ん たてにツー醗不
．を新て践んる園進立化術よ三しスも三開産ア さおおを〇切自

りゆ春記山は寡生透す春む藤吹初 ー ーーしの会彰内
る日念のし婦るけこ田 がき孫 大中千‘ ‘ ‘た各館式晨昭 受ぎ傘樹駅や二ると印垂渡の 合） 輪津優 優功・氏でが産和 検
な左にぐ人羽 き れる澄 下谷井良大南江良梅労及行‘物四始組

江？ R'；：息 塁’農” 會 ，Ill 支百魯貪→口g原者蹂百喜； ; $ 

の押てっこ・ゎ肥仄ああ 部支 者 部れ四組年労
固す老ぐめら 出焼りり 長部鯉森柿始 が‘月合度司者
北め乳薗後い高り か吉す き林な鯉 力＞ 沼尻沼沢 表そ十連館氏と
島や母部のす瀬牡（田こ 0）しの 田坂薗 嘉 彰の八合林らし
鯉車八嗚依丹持 と ど若 I~ ら 口上部兵兵英筆 さ席日会支若の久重き根園ち和汗に秀葉り 善義七吉術雄司 れ上邑の所表て
水ぽ志桜し子 鑓城出泌峯風 三則郎 ま次楽表管彰

昭
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4年
度
社
会
福
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協
議
会
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れ
、
つ
れ

「
一
寸
先
は
闇
」
の
た
と
え
の

と
お
り
、
一
度
も
病
気
を
し
た
こ

と
の
な
い
私
が
突
如
と
し
て
生
死

の
間
を
さ
ま
よ
う
よ
う
な
大
病
に

お
そ
わ
れ
た
の
だ
か
ら
全
く
鵞
き

で
あ
る
．
こ
ん
ど
の
病
気
で
一
番

強
く
感
じ
た
の
は
輸
血
の
有
難
さ

で
あ
る
．
比
較
的
早
く
体
力
が
回

復
し
た
の
は
全
く
輪
血
の
た
ま
も

の
で
あ
る
．
―
―I
O
O
O
t
i
の
輪
血

が
私
の
命
を
救
つ
て
く
れ
た
の
で

あ
る
．
こ
ん
ど
初
め
て
献
血
運
動

の
重
要
性
を
身
を
以
て
体
験
し
、
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深
く
感
滋
し
て
居
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県村民税

1. 個人県村民税の所得控除の引き上げ
(I)基礎控除額を 12万円（現行11万円）に引さ上げる
(2) 配偶者控除額を 10万円（現行 9 万円） II 

(3) 扶養控除額を 6 万円（現行 5 万円） 99 

10 寡婦控除、障害者控除、老年者控除又は勤労学生控除の額をそれぞれ
7 万円（現行 6 万円）に引き上げるとともに特別障害者控除額を 9 万円
（現行 8 万円）に引き上げ

2 . 青色申告者の専従者給与0)控除について所得税と同様、その限度額の法定
を廃止すると共に、白色申告者の専従者控除額を 15万円（現行11万円）に
引き上げる

3 . 障害者、未成年者、老年者又は寡婦についての非課税の範囲を、年所得30

万円（現行28万円）までとする．．

4 . 給与所得者につヽ‘ての特別徴収は、 6 月から翌年 5 月までの12回（現行 6
月から 3 月までの10回）に分割して行なうものとする．

2. 固定資産税

1. 新築住宅及び新築中高層耐火建築住宅に対する固定資産税の軽減措置の期
限を延長し、昭和50年 1 月 1 日までの間に新築されたものについて適用す
る（現在昭和44年 1 月 1 日までに新築された分は固定資産税額をメに減額
する） （床面積の限度を 100平方kt （現行85平方計）に引き上げる）

3. 電気ガス税

1. 竃気に対する電気ガス税の免税点を500円（現行400円）に、ガスに対する
電気ガス税の免税点を 1.000円（現行800円）に引き上げる．

4. 自動車取得税

、 1. 免税点を 15万円⑪計子10万円）に引き上げた．

第 9 3 号 村の人口
昭和44年 6 月 158 —5 月 1 日現在＿

発行所 世帯数 1.811戸
人口総数 8 703人

明和村役場 男 4. 298人
繹集総務課 女 4.405人

庶務企画係 (5 月中のうごき）

ー・ ー•一一． 印刷所小林印刷所 転入 27人転出 30人
出生 6人 死亡 5人
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田騰剥閾璽辺墨’
5 月 2 1 日開かれた、オ 2 回定例村議会において村税条例の一部改正が行なわれ

ました．この改正は、地方税法の改正により個人の住民税、電気ガス税、自動車
取得税などの免税点が引き上げられ、住民の税負担を軽くする配慮がなされたも
のです．

一人当りの推移
ー保険給f.t費
ヒコ保ほ税

昭和43年度納税組合別村税徴収成績

納税 調定額 収入済額 収入未済飢 収入

組合名 u:rn l 今 金額 人貝 金顧 人貝 金額 歩合

：卜合田 80 I 、 503, 29ri 80人 1,5 03, 2 90 oA , d 100 

下江黒 73 l.725,160 73 I, 725, 160 0 0 100 

上江黒 112 2,250,510 112 2,250,510 0 0 100 

干津井 Ill 2,507,950 Ill 2,507,950 0 0 100 

江口 )19 2,8 口， 150 116 2,791,080 3 16,070 99 4 

田島 9J 2,411!,280 93 2;402,280 0 0 100 

南大島 202 ..'5以， 220 202 4,584,220 0 0 100 

新里 1 3 7 1,829,"490 1 34 1,819,990 3 9,500 995 

中谷 66 1,212,610 66 1,212,610 0 0 10 0 

梅原 139 3,274,410 139 3,274,410 0 0 100 

川俣 75 1,838,360 75 1,838,360 0 0 100 

須奴 71 1,372,110 71 1,372,110 0 0 IO 0 

大桧 179 ,,257,240 173 4,209,420 6 47,820 989 

入ケ谷 26 635 、 710 26 635 710 0 0 100 

矢品 123 3,385,010 123 3,385,010 0 0 100 

大佐貫 108 2 『 524,980 !05 2,486,900 3 38,080 985 

計 i 1 1 4 38,110,480 1,699 37 999,010 15 Ill,470 99 7 
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高度集団栽培による稲作栽培の改善、共同炊事による食生活の改善 をも万年
たと、近代晨業の先端を地で行くこのグループはまさに明日への農 と醤旱棗
業の導でもある．昼食も、役場、普及所の指導を得て栄養満点の食 がる九は
事に舌鼓され、なこ‘やかな雰囲気のうちに楽しい一時が過ごされる で多百‘
（須賀共同炊事場にて） き大俵四

が団俣須培あに と何品化技栽る兼需 て済月 ま稲
‘体‘賀でびあこ思の価‘術培今業給食 ‘‘七こし作
そあ矢‘すてつうい向値機のに日化関 ず四長日のたののり品梅．ぞてしま上の械向つ‘が舟g 秘十事役増屑
な効荒原現た‘たすに高化上い股進力度 ｛乍四役場収 収
か果寒上在の最厳゜努いにをて家み緩の 年員会に を

汀；五中青届を 1し ？麿塁 ~~Iさ合才改商の紅塁打 >
：悶早五：；g心魯 羞竺ク努且門繋：告i！身忌胃？は： : 
悶戸正喜悶了ぢ； i ；で伍醤H 化団 □崎［盆
早す八川口栽をと る品商力‘作すに杏と圭見合し共五 来

バト十十に稲ツ培るるに 1こ期省i るーををる産水こめ級 たれ理
手よ自にくでき恐病 イラ七五‘作が組グ新あは地力士音事体上広米組準と‘の今・実化
おう覚ガあもんれ類 成ンク年 ha 農のあ合ルしつ‘帯 にとげくづ織をを食向年 施運
くに症；；り‘増ら上 ダタかッ業近り＾ 1 1 、て兼‘化をななる推くづ引重味上の さ動
れな状はま乳加れ→ 身し l l らで者代ま代プ米‘業米 りつべ進りくき点のと目 れにとつが｀せガのて悪 を にに集結二化す表‘作在化どの•井E まてくし‘り上と良品標 るつ
いてなそんン＿い性 ょよ団成十を・者須り度のこ し強‘こ即 ‘,r し 1 ，質は こ 1 、
わかくの·に途る新 上 るる栽さ八推こ落買と集滋ろたiした力各のち話る‘米改‘ とて
れら症こ·こ·ょにガ生 ` 刈耕培れ戸進の合高取団しの紀》 ゜に関運‘した稲を善産 に検
てで状く存るあン籾浮L け取運に‘＾す組新度組栽い須 実係動集あめ作生を米 な討
いはを初じ死りが← まか参昭耕る合次集ん培波賀iこ 施機の団いに収産計格 りが
ます訴期の亡‘‘と たでら加和地たは郎団でにの部 ・さ関成栽に‘試する付 まな
すでえによはなさーしガ ‘‘し三二め‘氏栽いよ中落 れが果培よ生のるた等 しさ

て R 乳て三．‘早 い●いし融的い めのう けも員がに業且普に西もに作す
くのこガ三日去期こ 、 るー にた資にて今 •‘経な稲な 9 が終今万のが及統南品数は業ペ

•一·---- -[5 立：i言資室？ / ：： 9眉食［定：笑差息云曇醗緬涵苧： ：［嘉召竺翠i合：：伍りi西一ららあ達さが結厚り査一 受五のし館を上間九早；・内食 業も統く晨大れ種骰身危 、に培本しな作し月しをて導て ll 味進事‘力
部乳れかりはれ異果生‘を名そけ四でて林実の‘日期事 近多預だ家巾る農業 4乞稲生を部てく業た十て行稲をお本の地を春を
公力まのま‘残常‘病翌受ののま五‘無厚施婦各‘治か吾へ 代く金さのによ業関 作か広でいてがが七 1 ヽ＼、作あり睛良区す‘主

岳ると塁：百］ t工藍占＇i烹塁よなけ豆信よ合畏］関わ珍 貨闊 ＼な醤ズ扁＆融喜 k ，も、手旺叫旦手口畠tり江；；臼房t
に診’ががン名と名診日事精'°検の奉院し対に B 意で 金さ ささとに資借り栽ゆ‘こ゜つい合―゜作究でや三越り県収て
て 認なでの診の査館に密二 診婦仕がた象お‘味は でれ んれ＜積に 培く農のて．ク員田栽や組炭品光ま下獲共
ー めん．は人断方の林な検十 を人し P °にい十で‘ ‘て 大まに極つ庄t組た家よ い．ク全植 培作合協種‘すで期同

りをう感ん時あ十に たま行便たに万金 すも子す事な舎金て用こ配て明 お千現ァ れ 1 助団 4 3 2 1 ぉ

t m ょ焚＇そi翠忌；他有 ｀名が訂彗程ざ塁悶昇五茸冷包怠怠間は： ；合魯iー 手出塁悶望；募威贄い： 9芸喜ょ9よに待も待そすらを放人線 資均ど住度増が‘と最し息八業運晨じま融ちれの協こす五村つ ・のや組でる担約が加こが区あ化系すそ薗
うすつのつれ゜ 1 、か送 ー す合の宅は額‘栽に高ては十に機家のす役のて約‘の·十で 購稲合あ見制に期農と八別るしを゜のを
・まてでてほ自話けでしの るは改‘制さ融村な五年‘彩器‘のよ・さ八お二千汽 万は"‘ 入刈をり込によ待家・十のこて同選予
せいす＼、と分しまの社5 長 こ‘善台度れ資生り百六国が資用方う れ百り倍江金 円‘ 補取組まみよりさの 彩水と概じ 定定
次る’る長でてす長 と叢を所のま枠活ま万分‘磁す排々に る万ま四田の が一て： 助機織すのる運れ熱 以田·ねく 基し
のと後時く使い・話慰§藍f に高い‘運しが環し円で県汽る水が‘ こ円す千農融 利八 金＾しがと実営る意 上を 十す 準て
方考のは感つるあし な九つ風用た五境たま貸‘のも施農近 とは・百協汽 用 0 がパま‘こ行さとが 参絣 ha る はお
にぇ方‘じてとるは し り十し呂を・百整・で付村対の設合代 に共な万合枠 さ人 助イすころ体わこ高 加作 以水 次り
ゆ‘が長まいき人他 は： ま万よ場あと三箭 融けが象でを‘化 な同お円わは れ‘ 成；；との 制‘ろく しす 上田 のま
ず話使くーせるもは人 し円にやらく十資質る利で‘行畜汽つ利‘がせ‘て四 さダ

つジに官七 大録野部‘得二こ た化保締野ダ川が頭大がよ り万百ま制 • 
匠使‘‘日こ撲の犬落下て十たこ゜の健り犬ン沿発に島続る最 ま円万で度ま農

冒言筐喜胃員胃言筐言i]][[

門三：：：三／言：；：口：路／：三言：／□:：百：：：三三己］］： ：：：ここ：閂□三］：：巴：： 誓 ：iこニロニご］i亨i
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第 9 4 号
昭和44年 7 月 15 日

発行所

明和村役場

覇集総務課
庶務企画係
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村の人口
—7 月 1 日現在＿
世帯数 1. 820戸

人口総数 8.703人
男 4. 299人

女 4.404人

(6 月中のうこき）
転入 20人 転出 18人
出生 5人 死亡 7人
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汀
心
麟
炉
疇
の
建
築
き
ま
る

あ
り
ま
す
．
＇
渡
廊
下
四

0

．
ニ
n
i
-
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ5
方
は
よ
り
よ
き
内
容
の
も
の
に
し
て
ぃ
題

七
月
―
二
8に
は
、
各
関
係
者
を
玄
閲
一
三
•
五
が
百
五
十
円
の
引
上
け

1
1
1に
と
と
め
一
っ
て
い
ま
す
。
舌

招
い
て
起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
翌
通
路
五
•
四
が
て
あ
り
ま
す
．
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
国
民
年
金

1
-
=
"

日
か
ら
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
計
五
八
一
・
七
吋
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
被
に
対
す
る
探
い
ご
理
解
と
ご
協
力0
-

な
お
、
歴
内
体
育
館
は
十
一
月
④
産
業
教
室
（
技
術
科
教
室
）
保
険
者
の
戸
を
常
に
取
り
入
れ
て
一
を
お
願
い
し
ま
す
。
盛
団

下
句
に
、
産
業
教
室
は
十
月
中
旬
教
室
一
室
六
四
・
八

n
l

黍
ナ

◆
昨
年
の
中
学
校
校
舎
建
築
に
引
き
続
い
て
行
な
わ
れ
る
、
西
小
学
校
屋
内
体
育
館
、
♦

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
準
慌
室
一
室
三
二
•
四
吋
年
け
七
ノ
に
仕

E
つ
4
」
→
ノ
ー
ル
皿Eキ
U

♦
軽
量
鉄
骨
カ
ラ
ー
鉄
板
カ
ラ
ー
棒
造
り
乎
家
建
五
八
一
・
七
平
メ
ー
ト
ル
と
中
学
校
◆
◇
建
築
規
楼
◇
作
業
室
一
室
六
四
・
八
吋
百
含
ょ
け
を
防
ァ
‘

渡
廊
下
八
•
六
が
う
つ
と
う
し
い
梅
雨
期
が
す
ぎ
干
を
し
た
り
し
て
大
は
し
や
ぎ
で
中
ご
ろ
ま
で
は
、
ま
だ
梅
雨
の

♦
の
産
業
教
室
（
技
術
科
教
室
）
一
七
O
·

六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
は
、
買
収
用
地
◆
④
体
育
館

る
と
、
ジ
リ
ジ
リ
照
り
つ
け
る
太
し
た
。
名
こ
り
も
あ
っ
て
、
雨
の
日
が
多

◆
の
整
地
作
業
も
終
り
、
渚
工
を
待
つ
ば
か
り
と
な
つ
て
い
ま
し
た
が
、
去
る
六
月
二
◆
体
育
室
四

0
1―
-
•
八
成
計
一
七

0
•
六
出

ス
テ
ー
ジ
七
一
―
―
吋
④
建
設
荻
陽
の
季
節
、
反
が
や
つ
て
き
ま
す
子
ど
も
た
ち
が
、
反
の
日
ざ
し
く
、
家
じ
ゅ
う
が
か
び
く
さ
く
、

◆
十
三
日
に
入
札
が
行
な
わ
れ
、
川
俣
の
荒
井
建
設
株
式
会
社
に
歴
内
体
育
館
千
四
百
◆

♦

五
十
万
円
、
産
業
教
室
四
百
万
円
で
決
り
ま
し
た
．
◆
放
送
室
三
・
一
る
~
国
庫
補
助
金
四
九
四
万
円
こ
こ
、
明
和
中
学
校
で
は
、
六
を
体
に
い
つ
ば
い
う
け
て
水
遊
び
じ
め
じ
め
す
る
も
の
で
す
が
、
そ

西
小
学
校
屋
内
体
育
館
、
中
学
に
西
小
学
校
足
内
体
育
館
と
中
学
井
建
設
株
式
会
更
衣
室
―
ニ
・
六
元
起
債
一
二
七

0

万
円
月
十
四
日
恨
例
の
プ
ー
ル
開
き
を
を
し
て
い
る
姿
は
、
偲
康
的
で
ほ
こ
は
や
は
り
夏
で
す
。
日
ざ
し
も

校
産
業
教
室
の
建
築
設
計
は
、
束
校
産
業
教
室
の
建
築
工
事
の
入
札
礼
と
協
議
の
粘
「
[
具
口
ニ
己
戸
[
村
費
計
九
八
六
万
円
行
な
い
ま
し
だ
ほ
え
ま
し
ぃ
も
の
で
す
だ
し
か
っ
よ

v
ヽ
気
温
は
急
に
上
が
り
ヽ

小
学
校
校
合
、
体
育
館
、
中
学
校
が
午
後
一
時
か
ら
役
場
で
、

I
I会
果
、
同
社
に
西
＿
—
-
八
五

0
万
円
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
H
の
生
徒
し
夏
に
な
る
と
毎
年
の
よ
う
に
、
涼
風
と
と
も
に
笛
が
喝
り
、
夕
立

校
舎
、
体
育
館
を
設
計
し
た
．
前
議
員
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
の
立
小
学
校
屈
内
体

b

た
ち
は
、
ふ
だ
ん
の
学
習
を
わ
す
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
、
魚
と
り
な
が
き
ま
す
。
土
用
と
し
な
れ
ば
、

橋
市
の
大
高
設
計
事
務
所
に
建
築
会
の
も
と
に
た
く
さ
ん
の
業
者
の
育
館
千
四
百
五L

一
ク
ょ
く
な
る
国
民
年
金
グ
れ
満
々
と
た
た
え
る
プ
ー
ル
に
飛
ど
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
、
新
聞
も
う
本
格
的
な
又
と
い
っ
こ
と
に

[
-
E
T

□
夫
如
二
]
/
]
i
l
J
`
り
員
頃
[
設
親
番

5高
]
敵

9

報
発
見
、
早
J
Y
I
｀
挙
人
名
簿
の
を
『
土
用
太
郎
』
、
二
日
目
『
土

）
広
言
印
詞
〖
田
＿
E
『
一
戸
＼
ロ
Q
J
臼
／
登
録
制
援
の
改
正
五L
]胃
言
胃
言
[
戸

―
-
=
=
-
=
-
―
注
き
、
朝
晩
が
冷
え
こ
ん
で
を
ふ
ま
な
い
よ
・

9
防
除
に
つ
と
め
！
た
、
オ

[
5
た
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
れ
ま
す
。
住
民
の
方
々
か
ら
、
行
政
上
の
苦
そ
の
年
の
殷
作
物
の
豊
凶
を
占
い

戒
日
中
暑
く
な
る
異
常
な
天
て
く
だ
さ
＼
幼
虫
発
生
期
烹
”
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
選
挙
人
名
布
＂
に
分
録
さ
情
や
不
平
、
不
濶

B

よ
び
行
政
に
ま
す
．
ま
た
、
土
用
の
丑
の
日
に

つ
れ
、
つ
れ
警
候
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
．
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
の
防
除
は
ぃ
選
挙
人
名
節
の
登
録
制
度
か
次
の
れ
て
い
マ
し
、
住
民
菫
嘉
関
す
る
意
見
、
嬰
望
な
と
を
さ
さ
ウ
ナ
ギ
を
立
へ
る
と
い
う
風
習
は

E

た
め
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
、
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
の
発
生
は
、
）
で
今
つ
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
．
に
記
餘
さ
れ
て
い
な
い
者
は
、
相
手
方
の
役
所
に
述
絡
し
マ
事
務
江
戸
時
代
の
俳
人
、
蜀
山
人
（
太

「
迷
わ
ね
ば
悟
ら
ず
」
と
い
う
立
ロ
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
発
才
一
世
代
の
発
生
が
六
月
中
旬
頃

B
·

―
‘
八
登
録
手
続
等
七
月
一
十
日
に
抹
消
さ
れ
る
こ
の
改
善
を
促
進
す
る
仕
市
を
行
な
田
南
畝
）
力
初
め
て
と
か
、
平
聟

と
お
り
、
迷
つ
て
は
梧
り
、
悟
つ
本
生
が
、
例
年
よ
り
半
月
早
で
す
が
、
オ
ニ
世
代
の
ウ
ン
カ
の
況
，
い
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
、
て
と
に
な
り
市
す
。
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
申
出
源
内
の
発
案
と
か
い
わ
れ
て
い
ま

て
は
迷
つ
の
が
人
間
の
常
で
あ
る
碑

5

月
]
選
挙
人
名
蒋
の
登
録
が
行
な
わ
二
、
パ
＂
録
時
期
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
各
市
町
す
が
、
い
ま
で
は
全
国
的
に
ひ
ろ

大
き
な
迷
い
の
あ
と
に
大
き
な

v

、
し
か
も
五
倍
1
八
倍
幼
虫
発
生
か
、
七
月
中
旬
頃
に
特
状
げ
”
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
定
期
分
録
と
し
て
旬
年
九
月
村
こ
と
に
、
行
政
相
談
委
員
が
ぉ
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
．

悟
り
が
来
る
。
大
き
な
恒
り
の
眼
り
〕
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
．
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
生
『
住
所
移
転
者
に
つ
い
て
は
、
住
一
日
現
在
で
役
格
ん
有
す
る
者
か
れ
て
お
り
ま
す
．
食
欲
の
い
ち
ば
ん
お
と
ろ
え
が

を
開
く
た
め
に
は
大
い
に
述
わ
ね
｛
こ
の
た
め
、
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
す
。
今
年
は
大
発
生
す
ろ
型
の
年
器
～
『
民
基
本
台
帳
に
か
か
る
転
入
届
は
九
月
十
n
に
わ
録
さ
れ
ま
す
行
政
相
談
委
貝
は
、
行
政
管
理
ち
な
こ
の
季
第
に
は
、
お
香
物
で

ば
な
ら
ぬ
。
悩
み
を
持
つ
こ
と
は
理
ン
カ
に
よ
る
し
ま
が
れ
病
で
す
か
ら
昨
年
以
上
の
存
生
が
予
i
i
I
呻
を
し
て
お
け
ば
、
届
出
の
日
か
が
、
そ
の
他
選
准
ハ
行
な
わ
れ
庁
長
官
か
ら
法
律
に
も
と
づ
い
て
お
茶
．
つ
け
を
サ
ラ
サ
ラ
と
い
つ
の

人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
る
証
拠
合
、
ソ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
に
想
さ
れ
、
発
生
期
間
が
長
い
と
思
パ
心
ェ
[
`
ら
三
カ
月
経
っ
た
後

C
せ
録
時
る
時
に
I
J
臨
時
（
選
粘
時
）
＾
3
委
咄
さ
れ
て
お
り
、
本
年
四
月
一
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

で
あ
る
。
込
い
も
な
く
悩
み
も
な
産
ょ
る
萎
縮
病
、
黄
萎
病
な
わ
れ
ま
す
．
ゥ
コ

1
[

期
に
、
自
動
的
に
選
学
人
名
悔
録
を
、
ま
た
沢
格
を
有
す
る
の
り

5戸[
{
Lte
．
保
次
さ
ん
が
が
夏
や
せ
の
原
因
で
も
あ
る
よ
う

く
な
っ
た
ら
、
も
う
伸
び
か
止
ま
ど
水
稲
の
病
害
虫
の
大
発
防
除
に
は
、
水
田
キ
．
よ
く
見
ま
一
ピ
ョ
6
1
瓢
に
登
録
さ
れ
、
沿
一
十
政
に
な
に
こ
れ
ら
の
な
録
の
時
に
活
れ
な
お
、
行
政
苦
情
相
談
日
は
毎
で
す
。
反
ま
け
を
防
ぐ
た
め
に
は

っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
う
吐
1

口
（
叫
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
そ
の
住
た
者
に
っ
い
て
は
、
補
正
衿
録
月
十
五
日
中
央
公
民
館
に
わ
い
て
ウ
ナ
ギ
で
な
く
て
し
、
た
ん
白
質

生
が
予
想
さ
れ
、
稲
作
生
わ
り
、
稲
の
株
元
を
た
た
い
て
ゥ
一
ト
ゲ

ち
は
最
後
ま
で
伸
び
る
生
活
を
続
作
り
民
基
本
台
帳
に
一
ニ
カ

H

以
上
記
に
よ
亨
常
時
救
済
す
る
こ
と
一
午
前
十
時
力
り
午
後
三
時
ま
で
行
の
多
い
肉
類
を
た
く
さ
ん
た
べ
て

t
A
が
只
遵
を
も
ど
稲
叶
丑
汀
＿
臼
叶
且

□[
-
言
一
汀
鱈
恥
炉
昇
に
な
っ
て
＼
ま
す
。
認
で
ま
す
ヵ
ら
こ
利
用
く
よ
＼
ば
冒
汀
・
ま
け

2fv1 



(2) 

陸
上
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技
郡
大
会

明
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総
合
て

交

準

優
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昭和 44 年 8 月 15 日
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き害ると育田水れ除のた大‘仕か もまのに月 い9 ー＆
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帆言；虐出っ：巖 巴和49年 9:15日号竺，：1ふ竺

屈］i叫髯：四広報めいわ ：：豆旦 夏中のん言た借ツま張た同の；お斉の土原 一 転入 22人転出 21人
五なよ正ほ会 お九八
分どる副か条こい時月明
閉が各議‘例のて三十和
会審常長慣設日行十一村
い議任の例定はな分 B 議
たさ委改にの｀わよに会
しれ貝選よ議明れり招オ

i＼曼瀑纏情哨閲常る を及な称 し数 しこと会 数常容を設貝村和 ●り
任こ税担びりが土たが文たとなはこ等任が円け会謙三に明で議
委と務当商‘変木コー教．をり・れが委検滑ら条会十つ和す事
員に常すエ担つ経 人厄 担‘定に改只討にれ例常年い村．の
会な任る業当て済 滅生 当新数よ正会‘押たを任にて議 主
がり委こ等所経常 つ常 すたがつさの整しも廃委施 ll 会 な
設‘貝とに管済任 て任 ろに一てれ名備進の止貝行こ委 も
粧新会に関は常委 五委 こ税人総ま称さめでし会さの員 の
さたはなす‘任員 人員 と務増務し‘れる｀て及れ条会 は
れに‘りる屁委会 と会 に 1こえ常た所たた議‘びた例条 次
‘‘廃まこ林員は なは な関て任・管もめ会新特‘は例 の
土建止しと水会‘ り‘ りす六委 ‘の‘運た別明‘殴 と
木設すたと産と名 ま定 まる人 H 定で内営に委和昭定 お

では動 ま取 且◆堀氏投正今願◆すに‘
と注相産特す得相 会任常口が票刷議，、さ正・な水
こ意萩をに·し続 が 1り1 任正再の譜会がき副 り道

：忍：門靡悶 麟相 胄摩貫岱塁靡岳；扉＇屯f儡
祠累閏t存 □ 続盆＇｝｀｀罹界認fi予

息汀： ]i り亨 税 ：』出［口了選［り
IIN まと価 か財 な名i任しに原わたしり 六る
に すきな かi'i, 1,- ゎi r r：げ弥れにた辞 人こよのに不 りを し ， l 委 ｀‘市‘‘が識 でと

：・ら、：．翡晨ぎ翠？ ；合よりg心翡「ょt百fよ；震孟｛； K を〖靡悶：哭豆 てこ） l|＇悶 9 ：舟互窟！屑 R! gi晶晋 9 且：信塁
相相 An H 哨とす‘他まて数 1，Jけなえ 方うす‘告たがよみ税金て門の し、 ．）、井常治 1lll IIl 常 l1'f石沼厚‘重田‘常ま貝
談萩談こでにのまにす、1「I ッ＋でしば がなれ取を均つうのな祐す合 lfi ‘t1J任雄大咋；任夫崎利生泉夫栄〇任し会

＾に唇姜とサ~ : :: Iも・ほ［冗げ塁扁 ＇；‘:団息 l. tiて．i王―i ；｀元り て 慕百魯匹吹貫乱瓦霜閑呵fr 門青fig 
館い限 lj廿月すこ税ろ り）ぇ〇くも粒 くに 1 、たばは尖 し、汎位、にし‘ 我‘会横 0 会 ‘‘委作口 0 副会 成

騎 1 〗；主息・逗翌蕊 臣魯愛墨駆睾 ぐと： ：悶tｧ [ 9 ；心円云： ：団 ; ;i 哀〗塁 斑究［忌 ; 
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心専／］］／］］まいし、布 口ばお 行にも 9りにるお工組事／交媒小ち かき 造こ•以 も他他家合？
の教十‘ なおと名は‘り事立は産設学こ． りー と‘外 で人人用で

・別て 予室一体 わしヽに関‘八まが L: 業工校が やと しもの のににす • : 定の月育 れて‘係村月す進終す教事町れ めは てt．例 きも売だ·
で完下館 ま上西者長二.,)りで室及内て ま禁 禁なぇ まのる 11
す成句の し椋，Jヽ出を十 ら順に建び体し、 しし しどば せをこ認

？立道パれのと‘内 力展か中おヵ動
毎 ゜夕つ路コまク咋な一みだタ タ を村開ら今央さしも国

第 パて整消しパ年つ定なおパ 、く お民さ全年会めよ‘民合r + 
コお備牲たコ度てのさ只コ 頗のれ国もかてり皆た

家―月 1よりな税゜消は村割んいを買 コ い皆ま一例らお‘様す国月
日 村まとは村荘‘の合が求おいは い様す斉年表り毎方け

：『 ：t[国叩9; fけ仕＂：国：云五
1 , 事のさに十なコクだ際 ょで すな の十ま共なあ同に か

日 ま業建れ還八り消パさはー ・る運月し同成る募
しに設た元万ま代コ、，、っ こ動ーた科絞ご金 ら
よ 役や夕さ円す税は・村 1iり が日・金を協運

てな教消してやしんつでた仏中 すた桑のすの 1王日道太この 休L..てさL..
：るにをかや教はのたすちさ日ま ·くくたら日同は上賜と中秋でとはんで九
こなぶしる育こぁぉ•もまでた もなたき•こじ任をがで心分すと‘です月
．とつち ‘I ヽ方うりじお先に‘‘ のつず‘ろにと通北‘が 0) •も十‘・ニ
もてまふ 1 、 3tだし 1 、磋祖供おこ l てま雲シな夜沿か秋秋日 に月サこ十
ぁは 1jだチのつ日さ参をえはの 乾露し、の境りのすら分分と う十ラと三
る返てんヤ逸たをんり身たざ日 さもにゆにま時る南点点 1 ヽ れ日リし B
のつ‘考ン話こしやの近りなは につもきしす問点にとにう しの I Iiは
でてへえスなとの‘前にしど秋 くめ秋かて·のイむいこの し＇→マ月→
気逆たてでy‘びわに感てこの (r- 9 ，し、ぐ 9し長すかうたは 飛体ン曜秋
を効な＼、す問しーば亡じ‘し彼 な（気‘つ告さ＇つのと‘ び育に日分
つ果おた゜かつむあくる子ら岸 り‘配店としがこヤ 1 よ 2 太 石のとをの
けに説不 せけかさな日供えの ま洗が木うこ 13 の赤‘の閉 連日つは日

収入，支

金額 I 説明金訊 1
円！円I屈家負担金 a 2,436,6 i 0，散布料金

4,507, 6831:09, 944 アール 1 2, 350,600円(IOァー 9Xレ四 I空鱈 86,040 
410円） 3,381,840 殷梨＇好メオパール

| 2 772袋Xl,220円
I, 100,000[村補助金 194,500 労務牲

（前年分誓棗見 I 空中閤繁昂。0円
560,000濃協助成金 ）8,250' 汽材牧

明和村農協 梱代 18,000亨：： 40,"°°いよ贔 250
45, 08叫前年度繰越金 36,9601 災害補償拠出金

12,100 食柑牝

I 牛乳 3,900
にざり飯 8,200

16,630' 事務it
I 印刷 11,630
用紙代 5,000 

24. 190 会諾投

11,587 雑牲

ガソリン代外

6,212, 765[ 合計 I 6,112,697 合計

収入金額 6,212,765円 支出金額 6,172,697円

差引残金 40,068円（翌年度へ繰越）

うわみう す中ことつ読を大二
・れるこ源 o llilれ 1 ，たま中政十こ
てとと氏 やはわとせ心官五の
1 、‘ば物 イ‘れ 1 ヽるに府年彼
たかが語 ンわまうよ‘に二岸
行な出に ドがすこう七‘月の
事りても に国·とに日符＾お
と古い→ も独珍かと11!1年八祭
＼ヽくる彼 な竹しらの‘‘〇り
えかと hさ し｀な＼、始指悩秋六は
まらこ← そもこま示に分年‘
し行ろと うのとつが経 9) ツ延
よなをし、 ででにたあを日の /1\
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乗
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村
内
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赤
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多
く
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部
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せ
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一
ぁ
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た
の
暖
い
手
を
の
マ
ー
ク
の
つ
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た
、
こ
ど
も
の

遊
び
場
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
し

こ
ん
な
こ
と
か
ら
今
回
の
実
施

事
項
の
中
に
は
、
こ
と
も
と
も
明
る
＜
正
し
い
選
挙
皿
共
同
募
金
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
た
い
も
の
で
す
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の
運
動
も
み
な
さ
ん
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暖
か
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
は
、
昨
こ
と
し
の
募
金
目
栢
は
、
二
十

よ
り
の
交
通
安
全
の
碩
保
が
重
点
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昭和44年11 月 15 日

発行所

明和村役場

饂集総務課
庶務企画係

印刷所小林印刷所

村の人口
ー11月 1 日現在—
世帯敷 1. 823戸

人口総敷 8.7公人

男 4.314人

女 4.410人

(10月中のうこき）

出生 6 人 死亡 7 人
転入 36人 転出 16人
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こ
と
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も
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に
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季
節
に
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た
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火
の
使
用
が
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く
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に
つ
れ
火
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も
ふ
え
ま
す
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こ
と
し
も
多
発
時
期
を
む
か
え
た
十
一
月
二
十
六
日
か
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十
二
月
二
日
ま
で
、
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
企
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
｛

十
一
月
二
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六
日
し
十
二
月
二
日

秋
の
火
災
予
防
運
動

防
火
は

一
人
一
人
の
注
意
か
ら

1．資格
2．申込期日
3．申込場所
4．会．費

5．募集部
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運
転
に
よ
る
事
故
を
な
i
「
み
ん
な
の
声
」
の
桐
を
設
け
ま
す
．
ど
ん
な
小
さ
一
入
所
生
募
集
害
賠
償
問
俎
史
生
問
題
）

く
す
た
め
に
は
運
転
者
以
外
の
，
口
相
談
に
対
応
し
た
各
種
関
係

一
たd

な
意
見
で
も
、
村
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て
大
さ
く
一

人
た
ち
の
理
解
と
協
力
が
な
く
＿

l
-

機
関
へ
の
あ
っ
せ
ん

て
は
絶
対
に
防
く
こ
と
は
で
き
j
集
伸
び
て
行
く
で
し
よ
つ
。
政
治
、
経
済
、
産
菜
、
教
育
身
体
障
害
者
更
生
指
導
回
当
村
に
お
け
る
交
通
事
故
出

ま
せ
ん
．
＿
声
文
化
、
社
会
問
題
、
な
ん
で
も
結
構
、
建
設
的
こ
意
見
＿
弧
相
談
事
架
の
処
理
に
つ
い
て

四
そ
の
他
交
通
事
故
相
談
全
般

一
昭
和
四
十
五
年
度
群
馬
県
立
身
す
る
者
、
精
神
障
害
ま
た
は
伝
染

こ
』
〖
9
]
[
O
T

ロ
ロ
ニ[

U間[
[
]
[
[
[
t
t

[
A
]
]
:
'

i
s
I
T
J
]
『
]
『
]
[
:
`
]
〖
]
疇
こ
『
[
]
]

歳
末

]
I
l
l

持
]
れ
る
探
聞
笞
用
年
末
：
｀
口
：
事
／
／
／
集

エ
さ
れ
た
利
根
川
の
架
栢
工
事
が
』
七
五
―
―
―
の

東
北
高
速
道
の
利
根
川
大
橋
昇
ェ
事
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
叫
一
日
←
底
麟
一
句
ぶ

0
か
ら

こ
の
利
根
川
揖
は
、
埼
王
県
羽
＂
〈
口
同
祝
い
―
,
'
会

9
場
ス
9
:
-

·
~
i
生
市
下
村
君
と
邑
楽
郡
明
和
村
千
厨
児
~
協
．
一
円
有
る
加
局

叶
i
『-
1『`
』
昇[
1ピ
｀
冨
渭
ー
(
J
I
謬
こ
―
園
一
催
／
官
室

7
{
°り

5
]虹
一
猫
穀
ー
培
る
力
如
し

4ナ
月

:
`
]
』
]
]
B
n
]
]

〖
」
]
]
]
]
[
＿
ニ
ー

.. 
ビ
こ
言
[
#
`
]

・
『
一
揉
の
機
材
と
数
百
人
の
労
務
者
が
投
皿
グ
ー
に
の
＂

架
入
さ
れ
て
い
て
、
右
岸
、
左
岸
の
叫
即
報
告
し
、
今
後
共
す
こ
や
か
な
っ
一
←
ノ
ノ
f
と
落
い
。
i
小
春
日
や
老
翁
椋
に
句
―
―
―
肌

む
両
端
に
検
台
―
―
甚
と
中
間
に
ほ
湘
言
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
祈
ら
＂
ロ
ス
こ
部
さ
ー
林
秀
姿

i
 

t
^
―
る
、
だ
＂
セ
ー
ク
ー
あ
む
手
先
忙
か
し
冬
仕

ー
一

Y

室
ー
タ
す
I
i

v

i
度
安
見
あ
っ
子

直
七
基
を
立
て
る
計
面
で
、
い
ま
そ
皿
り
ま
し
た
。
も

ヵ
の
土
台
と
な
る
ケ
イ
ソ
ン
の
打
込
疇
米
祖
と
し
て
出
席
し
た
小
松
原
＿

n

ケ
円
名
日
ン
催
者
み

事
i
を

~
I

教
4

ス
。
n
2
5
ィ
開
望
込
一
の
び
の
び
と
小
春
日
和
や
床
ぬ
く

み
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
工
事
は
ぃ

工
呻
村
長
よ
り
「
す
く
す
く
と
、
丈
夫
―
杖
ー
ト
月
た
。
沼
月
ウ
を
希
し
~
み
青
木
光
子
―

礎
譴
峠
コ
豆
広
]
主
い
い
仁
量
に
屑
っ
て
、
親
の
ー
う
こ
と
を
き
＿
“
-
麟
キ
―
ー
C
I
8
先
1
2
ば
紅
言
―
久
ヽ
仕
度
病
臥
の
母
の
節
紐
~

基
に
終
り
、
そ
の
あ
と
高
迷
沼
路
取
[
,
、
よ
い
子
に
“
つ
て
く
だ
さ
い
一
千
一
者
ス
ヶ
日
所
用
貝
切
て
一
、
上
一
北
島
若
水

付
け
の
た
め
の
上
部
工
事
が
引
絞
ご
と
祝
い
の
言
期
が
述
ぺ
ら
れ
ま
一
心
ス
期
垢
牡
人
締
畔

[
5
5i
近
回
り
す
れ
ば
ス
ポ
ン
に
草
じ
ら

さ
行
な
わ
れ
、
四
十
六
年
度
中
に
疇
し
た
．
ま
た
、
園
児
は
千
歳
飴
を
~
初
育
、
持
一
み
菌
部
久
志

全
部
開
血
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
]
と
っ
て
、

9
れ
し
さ
が
顔
に
い
「
―
―
◆
体
卜
い
を
一
｀
や
肌
祐
さ
力
い
吐
註

ま
す
．
亡
つ
ば
い
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
ー
9
`
`
:
1
1
`
‘
`
、
I
I
`
‘
'
:
1
1
‘
,
'
‘
、
1
1
‘
9
9
,
、
I
I
'
`
`
‘
、
1
ー
｀
9
9
`
`
I
I
‘
,
‘
,
9
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一
パ
イ
の
酒
か
奇
と
り
ー

飲
酒
運
転
を
絶
滅
し
よ
う

之



村の人口
-1月 1 日現在ー一
世帯数 1.825戸

人口誌薮 8.721人

男 4.3ll人

女 4.410人

(12月中のうこき）

出生 10人 死亡 9 人
転入 32人 転出 25人

＂辛詈醤曇昌

四
十
三
年
度
決
算
な
ど
六
件
可
決

第
六
回
定
例
村
議
会

別

国民儘成1呆険

有樟放送

季
節
の
話
題

一
月
の
解
説

一
月
の
こ
と
を
和
名
で
睦
月
（

む
つ
き
）
と
い
い
ま
す
。

年
の
始
め
の
月
と
し
て
、
一
家

は
も
ち
ろ
ん
、
隣
近
所
の
人
が
お

互
い
に
む
つ
み
あ
、9
月
と
い
う
こ

と
か
ら
、
こ
の
呼
び
名
か
生
ま
れ

た
も
の
で
し
よ
う
か
。

一
説
に
は
、
陰
肝
の
一
月
、
稲

の
実
を
水
に
ひ
た
し
て
、
そ
ろ
そ

ろ
春
の
種
ま
き
の
準
備
を
し
た
と

こ
ろ
か
ら
、
実
月
（
む
つ
き
）
と

い
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

◆
昭
和
四
十
四
年
度
水
道
事
業
二
億
三
百
二
十
万
円
一
新
し
い
年
を
む
か
え
、
村
民
の
ー
密
な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
村
内
な
ど
こ
れ
ら
の
問
題
と
取
組
ん
で

会
計
補
正
予
算
皆
様
に
心
よ
り
新
年
の
お
祝
詞
を
皆
様
の
生
活
水
準
の
向
上
、
社
会
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
村
当
局

予
箕
額
＿
ほ
七
千
八
百
五
十
四
嘩

追
加
は
、
建
段
改
良
費
七
万
四
＂
申
し
あ
げ
ま
す
．
福
祉
の
増
進
等
幾
多
の
諸
問
題
に
と
協
カ
一
致
し
て
実
現
す
る
よ
う

万
円
に
対
し
、
収
入
済
額
二
億
三
i
努
力
す
る
こ
と
を
念
願
と
す
る
も

千
円
（
メ
ー
タ
ー
費
二
万
一
千
円
年
頭
に
あ
た
つ
て
、
議
会
を
代
向
つ
て
対
処
し
、
明
和
村
発
展
の

配
水
設
鑽
工
事
費
五
万
三
千
円
）
J
t
コ
五
訊
只
い
昇
”
琴
ぎ
た
し
ま
し
て
一
言
こ
あ
い
さ
一
た
め
に
微
力
を
つ
く
す
覚
悟
で
ご

[
5
5
5
5
[
:

わ
り
議
会
は
、

で
、
資
金
は
当
年
度
分
損
益
勘
定
額
と
な
り
、
一
三
・
八
光
の
増
、
ら
申
し
あ
げ
る
次
オ
で
こ
ざ
い
ま
ざ
い
ま
す
．
身
近
か
な
問
題
で
は
村
当
局
と
一
身
同
体
と
な
つ
て
、

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
．
＂
す
．
東
北
自
動
車
道
建
設
に
と
も
な
う
村
発
展
の
た
め
に
、
粉
骨
砕
身
努

調
定
額
二
億
三
百
五
十
九
万
円
に
血

言
宣
冒
野
目
〖
疇
疇
疇
疇
亨
量
言
』
〖

5
"い
い
[
r
o
i
]
す
い
い
い

4

和
集
所
．
＇
い
ず
れ
も
原
案
通
り
九
十
万
彩
強
の
執
行
と
な
り
、
不
佃
の
計
国
を
た
て
、
そ
れ
を
実
行
す
題
、
学
校
関
係
で
は
小
学
校
の
プ
ま
し
て
も
、
議
会
に
対
し
な
お
一

第
麺
発
明
1
1
1
呻
ー
可
決
さ
れ
ま
し
た
•
四
十
三
年
度
決
算
用
額
八
百
八
十
九
万
円
（
五
％
弱
）
ご
く
努
力
さ
れ
る
こ
と
は
、
皆
同
ー
ル
の
建
設
、
広
域
行
政
の
一
部
層
の
こ
指
迅
と
i
)
協
力
賜
わ
り
ま

←
ー
会
主
ら
議
案
の
内
容
一
の
不
用
額
を
出
し
ま
し
た
．
収
入
正
じ
で
は
な
い
か
と
存
し
ま
す
．
で
あ
る
、
広
域
消
防
体
勢
の
確
立

5
5
5
5
心
[
[
『
5可
t
e
L
L
[

議
は
次
の
と
お
り
で
す
各
会
計
と
も
健
全
財
政
支
出
差
引
残
金
は
、
三
干
一
一
＿
百
五
叫
議
会
に
お
い
て
も
村
当
局
と
緊
等
な
ら
ん
で
交
通
事
故
防
止
対
策
一
す
．

t
村
◆
昭
和
四
十
四
年
十
五
万
円
と
大
巾
な
黒
字
と
な
り
叫
．
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明
細
i
「
み
ん
な
の
声
」
の
襴
を
設
け
ま
す
．
ど
ん
な
小
さ
函
草
t
隼
木
｀
中
＇
午
前
九
時
役
お
前

収
入
の
部
一
佃
"
+
時
明
和
晨
協
オ
一

九
0

、
0
六
0
円
i
を
な
意
見
で
も
、
村
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
つ
て
大
き
く

l疇
”
十
一
時
千
江
田
殷
協

＂
集
伸
び
て
行
く
で
し
よ
う
．
政
治
、
経
済
、
産
菜
、
教
育
~
訓
卓
球
大
会
開
催

[
』
こ
こ
[
t
t
内

]
h三H
K口
/
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[
]
]
]
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回
放
送
周
波
数
八
一
・
六
優
勝
折
原
袈
衛
大
佐
日
圃

ダ
ロ
ー
カ
ル
放
送
の
準
備
を
す
す
め
い
、
今
ま
で
ロ
ー
カ
ル
の
誼
波
の
g
h
-
=
=
―
―
―
-
=
=
=
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中
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
コ
な
か
っ
た
、
群
馬
県
で
も
放
送
が
．

M
H
z

大
物
頁
坂
登
修
一
郎
中
谷
◆
源
泉
所
得
税
の
納
期
特
例
制

四
出
カ
一
k
w
（
最
大
方
二
位
大
沢
愛
次
新
里
な
お
、
現
況
届
は
雹
子
計
算
組
た
の
で
、
こ
の
た
び
郵
政
省
貯
金

ん
ー
ル
サ
イ
ン
も
J
O
A
P
と
決
ま
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
―
-
•
度
の
利
用
の
お
す
す
め

向
五
・
五
k
W
)
三
位
岡
戸
三
郎
矢
島
織
で
処
理
し
ま
す
か
ら
、
折
り
曲
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
f

さ
り
、
今
春
か
ら
本
格
的
な
ロ
ー
カ
こ
の
送
信
ア
ン
テ
ナ
は
、
多
野
源
泉
所
得
税
の
徴
収
義
務
者
で

繹
ル
放
送
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
郡
吉
井
町
の
牛
伏
山
に

N
H
K
の
国
放
送
区
域
沼
田
市
、
利
四
位
新
井
啓
之
江
口
げ
た
り
よ
こ
し
た
り
し
な
い
よ
う
記

5｛
立
の
澤
速
仕

2

支
給
人
且
（
個
人
は
専
従
者
を
含

フ
根
郡
、
吾
妻
郡
、
多
野
郡
の
五
位
大
塚
良
助
南
大
島
に
し
て
く
だ
さ
い
．
―

瀬
り
ま
し
た
．
―
日
の
ロ
ー
カ
ル
番
手
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
め
た
使
用
人
）
が
常
に
十
人
未
滸

一
部
を
除
い
た
県
域
一
帯
六
位
石
村
藤
一
大
佐
貫
ま
た
、
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
申
贔
牛
口
は
お
早
め
に

墳
組
は
、
一
時
間
二
十
分
の
予
定
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
の
場
合
は
、
納
付
を
鉗
月
し
な
く

は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

者
す
．
口
＇
カ
ル
放
送
の
開
始
で
、
県
因
放
送
内
容
当
初
ロ
ー
ヵ
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
て
も
、
年
二
回
（
七
月
と
一
月
）

、
所
こ
の

F
Mロ
ー
カ
ル
放
送
は
‘
民
に
密
活
し
た
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
ル
放
送
は
、
ニ
ュ
ー
ス
、
天
回
心
生
年
金
の
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
i
)
十
六
日
か
ら
で
す
力
、
還
付
に
な
で
よ
い
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

入
利
用
く
だ
さ
い
．

し
一
昨
年
十
月
末
に
郵
政
省
か
ら
出
や
お
知
ら
せ
、
そ
れ
に
県
民
の
話
気
予
報
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
か
ら
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

麗
さ
れ
た
、
音
声
一
二
被
再
編
成
つ
ま
題
を
織
り
込
ん
だ
デ
ス
ク
ン
ヨ
ノ
主
体
に
行
な
い
、
あ
と
の
時
年
金
受
給
者
は
現
現
況
届
の
提
出
は
一
月
十
五
日
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
．
係
は
税
務
署
徴
収
評
f

h到
才
＿

で
す
．
く
れ
ぐ
れ
も
、
こ
の
期
日

入
り
、

N
H
K

竺
放
送
を
プ
ロ
ッ
キ
な
ど
が
、
音
質
の
よ
い
放
送
で
間
は
東
京
か
ら
の
電
波
を
そ
況
届
を
提
出
し
よ
う
一
二
月
に
な
り
ま
す
と
一
般
の
申
係
で
す
か
ら
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

め

l
u
I
ク
放
送
、
オ
ニ
を
全
国
放
送
、
F
聞
け
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
．
の
ま
ま
中
継
し
て
お
送
り
し
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
告
と
一
緒
に
な
り
事
務
が
、
ふ
（
館
林
税
務
妥

ま
す
．
厚
生
年
金
の
老
令
年
金
、
通
互
ょ
う
．
そ
う
し
て
税
金
を
お
返
し
す
る
の

な
お
、
今
後
ラ
ジ
オ
や
カ
ー
ラ
ー
＇
ー

オ
な
ど
お
買
い
に
な
る
方
は
、3

呼
出
符
号
J
O
A
P
ー
老
令
年
金
お
よ
び
特
例
老
令
年
金
郵
一
咋

5
な
日
が
遅
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お
早
め

M
つ
き
を
求
め
ら
れ
た
ほ
う
が
F
M
(
N
H
K
エ
フ
エ
ム
・
を
受
け
て
い
る
方
に
現
況
届
の
提
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
ゎ
ッ

4呟9
か
と
ッ

報
t
l
j
利
で
す
．
ほ
う
そ
‘
r
）
出
誌
い

5昇
‘
り
い
[
[
5
:
I
r
r

金
局
長
表
彰
●
所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告

こ
の
F
M
放
送
の
概
略
は
、

(
N
H
K
前
橋
放
送
局
）
、
千
津
井
の
青
果
物
出
荷
組
合
（
昭
和
四
十
四
年
分
の
所
得
税
、

受
け
て
ー
る
方
が
、
引
き
続
い
て
組
合
長
酒
井
安
治
）
は
勤
倹
貯
菩
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
親
も
子
も
笑
顔
で
話
す
松
の
内

に
努
め
、
国
民
の
経
済
生
活
の
安
六
日
か
ら
一
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
田
口
善
雄

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

広
っ
れ
づ
れ

1
1
の
執
筆
者
ぅ
か
の
確
認
を
受
け
る
た
め
に
紐
定
な
ら
び
に
よ
く
郵
政
事
業
を
理
で
す
の
で
お
忘
れ
な
く
、
申
告
と
新
餅
で
味
も
香
も
よ
し
初
雑
名

解
し
、
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
．
村
田
治
柳

年
一
回
、
必
ず
提
出
す
る
こ
と
に

早
川
水
門
先
生
に
感
謝
な
っ
て
い
る
大
切
な
届
け
で
す
．
ー
・
‘
.
i
!
i

l
・
‘
`
.
1
1

... ‘
、
I
I
‘
‘
:
I
I
‘
、
.
i
l
‘
.
、
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I
I
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寺
の
居
間
句
会
静
か
や
松
の
内

老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
、
り
、
み
ー

育
木
光
子

1

麟
』□｀
”
：
』
な
3
戸[
9
:
`
[

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
編
集
室
）
現
況
届
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
一
室
主
、
た
育
~

,
`
し
よ
う
．
相
変
ら
ず
の
こ
愛
読
を
（
だ
さ
い
．

つ
れ
づ
れ
I
I
が
本
紙
に
連
載
ツ
し
教
”
松
の
内
臭
い
て
豚
値
そ
つ
ぽ
向
く

は
じ
め
た
の
は
昭
和
四
十
一
庁
か
ら
、
老
令
年
金
、
通
算
老
令
i
抵
5

―
ま
は
一

つ
り
天
狗
年
金
、
特
例
老
令
年
金
を
受
け
て
一
日
ポ
り
た
一
吉
田
正
義

月
号
か
ら
で
、
そ
の
間
満
三

日
い
る
方
に
直
接
お
送
り
す
る
こ
と
―

-
9

場
ス
な
ま
~
妻
は
癒
え
て
雑
煮
の
餅
の
白
き
か

長
き
に
及
ん
で
、
処
世
訓
と
．
．
一
有
ー
に
貝
一
な

5

男
女
合
せ
て
に
な
つ
て
い
ま
す
．
こ
の
用
紙
は
i

8

夕
と
役
一

ー
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
郵
便
は
が
—
土

1

．
キ
円
日
一
ン
こ
の
”
安
見
あ
っ
子

ぅ
べ
き
生
き
た
教
訓
を
、
毎

ろ
た
角
度
か
ら
鋭
い
感
党
で
六
十
五
名
参
加

月
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
執
筆
き
と
同
じ
大
き
さ
に
な
つ
て
い
ま
一

7

ス
。

2
6

キ
イ
科E

i
妻
ま
れ
に
穿
く
白
足
袋
も
松
の
内

1
明
和
村
体
育
協
会
主
催
に
よ
り
す
か
ら
、
必
要
な
事
項
を
記
入
し
i
中
ス
月
倉
郎
月
ス
t
催
、

川
水
門
先
生
に
は
、
先
月
号
嵩
瀬
依
根
子

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
魚
つ
り
大
て
、
郵
便
は
が
き
と
し
て
使
用
し

2

戸

3
1

貸
は
開
は
i

打
で
こ
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
会
は
、
心
配
さ
れ
た
天
気
も
回
復
て
く
だ
さ
い
．
一
集
で
を
者
ヽ
．
一
松
の
内
酔
漢
騒
ぐ
夜
の
街

5

―
う
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
こ
、
会
室
望
ー
—

4

ま
し
た
．
先
生
の
今
後
益
々
し
た
、
秋
晴
れ
の
十
一
月
十
六
日
現
況
届
の
書
き
か
た
な
ど
に
つ
i
募
日
所
用
切
他
協
教
希
さ
~
帰
省
し
て
雑
煮
に
滴
た
す
里
の
味

0

（
日
曜
日
）
、
館
林
市
青
柳
の
東
い
て
は
、
現
況
届
の
用
紙
を
送
る
一
育
l
加
だ
i
北
島
若
水

牙
~
勝
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

昭
月
号
か
ら
は
ク
イ
ト
ル
を
「
立
広
伍
鰭
臼
t
a
濯
い
也
迂
昇
悶
瑾
同
i
i
―
~
期
場
費
締
5
体
キ
参
く
一
亡
き
父
の
愛
で
し
栢
や
冬
を
咲
く

l
)と

な
し
言
」
と
改
め
、
奈
良
種
回
を
重
ね
る
事
に
盛
ん
に
な
る
（
読
ん
で
く
だ
さ
い
．
―
‘
、

... 1
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伶
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大
き
な
成
果
あ
が
る

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
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よ
し
な
し
言

人
間
に
は
誰
に
も
癖
が
あ
る
。

昔
か
ら
な
く
て
七
癖
、
あ
っ
て
四

十
八
癖
と
か
。

よ
い
癖
は
ま
す
ま
す
の
ば
し
、
悪

い
癖
は
旱
く
あ
ら
た
め
る
の
が
よ

い
。
だ
が
荻
生
祖
来
の
「
上
役
学

」
に
よ
る
と
「
人
材
は
必
ず
一
癖

あ
る
も
の
な
り
、
器
材
な
る
が
故

な
り
、
癖
を
捨
て
る
ぺ
か
ら
ず
。

」
と
あ
る
。
癖
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
癖
を
う
ま
く
生
か
し
て
、
そ
の

能
力
を
充
分
発
揮
さ
せ
る
よ
う
お

互
い
に
心
掛
け
る
こ
と
が
肝
心
で

あ
る
。
悼
馬
も
名
伯
楽
を
得
れ
ば

名
馬
に
変
ず
る
と
か
。
上
に
立
つ

も
の
の
心
得
ぺ
き
こ
と
か
？

第 1 0 1 号
昭和45年 2 月 15 日

発行所

明和村役場

編梨総務課

庶務企画課

印刷所小林印刷所

村の人口
-2 月 1 日現在＿

世帯数 1825戸

人口総数 8716人

男 4308人

女 4408人

(I月中のうごき）

出生 11人 死亡12人

転入 20人 転出23人

た
ば
こ
は
村
内
で

買
い
ま
し
よ
う

本
村
で
二
四
ニ
ト
ン
ば
昇
且
竺
石
汀
町
昇
い
汀
i
I
[
ば
[
直
[
豆
応
い
讀
渭
認
[
-
自
主
流
通
米
諄
“
[
い
~
汀
駅
謬

ん
で
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
変
な
財
政
負
担
一
め
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
一
こ
つ
い
て
地
米
一
竺
五
一
円
）
よ
り
店
＜

七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
一
ま
た
、
現
在
、
政
府
は
、
米
に
を
要
し
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
、
食
民
の
納
得
が
え
ら
れ
な
い
も
の
と
i
概
ね
一
切
当
り
一
八
0
1
l
九
0

つ
い
て
ト
ソ
当
り
約
三
万
七
千
円
管
会
計
の
赤
字
を
一
府
増
大
さ
せ
＿
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
円
位
で
消
費
者
に
売
ら
れ
て
い
ま

国
と
し
て
幾
家
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
こ
く
、
恒
常
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
(
-
五
0
切
当
り
約
五
、
六
0
0
る
要
因
に
な
る
の
で
す
。
一

L
)の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
生
産
一
お
知
ら
せ
す
。
本
県
で
も
自
主
流
通
米
は
す

し
た
が
っ
て
、
需
要
の
伴
わ
な
＿
調
整
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
一
で
に
八
月
か
ら
出
廻
っ
て
お
り
ま

は
米
の
生
産
の
た
め
、
米
の
総
需
要
岳
も
、
人
る
の
で
す
。
円
）
の
財
政
負
担
を
し
て
い
ま
す

過
剰
問
題
を
口
の
増
加
や
加
工
用
甜
要
の
増
大
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
米
の
過
剰
が
、
こ
の
た
め
生
ず
る
食
管
会
計
い
過
剰
米
の
生
産
を
こ
れ
以
上
続
．
な
っ
た
わ
け
で
す
。
消
敗
者
の
皆
さ
ん
が
す
で
に
ご
す
が
、
自
主
流
通
米
は
農
産
物
検

査
法
に
よ
っ
て
銘
柄
検
査
さ
れ
た

解
決
す
る
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
五
カ
に
よ
り
食
糧
管
理
制
度
の
健
全
な
の
赤
字
は
巨
額
の
も
の
と
な
り
四
承
知
の
よ
う
に
、
最
近
に
お
け
る

め
、
非
常
緊
年
間
で
一
0
0
万
ト
ン
以
上
も
減
運
営
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
十
四
年
度
に
一
般
合
計
か
ら
繰
り
米
の
笞
給
状
況
は
、
大
巾
に
緩
和
良
質
米
で
あ
り
ま
す
の
で
、
と
く

信
憚
四
北
少
し
、
現
在
は
、
年
間
一
、
二
0
す
。
入
れ
る
全
額
は
、
三
千
億
円
に
逹
毎
小
芦
匹
呻
Q
挙
ナ
羊
ム
釦
汐
手
へ
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
四
月
一
日
に
食
味
の
良
い
米
を
希
望
す
る
方

｀
は
、
お
米
屋
さ
ん
に
話
し
て
お
買

し
て
い
ー
米
の
0
万
ト
ソ
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
食
祖
管
理
制
度
は
、
戦
中
戦
後
し
ま
す
。
こ
れ
は
伐
林
予
算
の
約
、
か
ら
同
一
市
町
村
内
の
ど
の
米
屋

生
産
調
整
を
。
た
ん
ぼ
く
食
品
が
ふ
え
て
い
る
を
通
じ
、
国
民
食
糧
の
確
保
、
消
四
0
％
に
も
な
り
ま
す
。
J
l
j
但
ぬ
部
茨
忠
弟
一
応
匹
九
四
・
ニ
―
劣
さ
ん
か
ら
も
配
給
が
受
け
ら
れ
る
い
求
め
下
さ
い
。

嬰
ぅ
こ
と
の
に
対
し
、
で
ん
分
食
品
は
減
っ
既
者
の
家
計
の
安
定
、
あ
る
い
は
ま
た
、
さ
き
に
述
ぺ
た
よ
う
な
よ
う
に
な
る
な
ど
、
米
の
配
給
制

琴
が
ど
う
し
て
て
い
ま
す
。
I
i
．
農
家
経
済
の
向
上
に
大
き
な
役
割
過
剰
米
の
た
め
に
、
ま
ず
保
管
の
今
回
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
識
員
一
努
力
宜
田
島
九
二
、
八
一
％
一
度
の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
配
い
戸

[
"
]
5
『
口
叫
：
い
[

も
必
要
と
な
他
方
、
米
の
生
産
は
、
此
家
の
を
果
し
て
き
ま
し
た
。
我
用
が
ト
ン
当
り
一
万
円
以
上
か
一
お
選
学
の
表
彩
式
が
一
月
十
七
ロ
一
＂
上
江
黒
九
二
、
0
八
％
＿
‘
と
く
に
消
費
者
の
要
望
が
高
：
の
画
期
的
な
制
度
で
あ
り
ま
す
の

で
、
消
敗
者
の
皆
さ
ん
に
じ
ゅ
う

.
"
り
、
去
る
二
皆
さ
ん
の
努
力
と
あ
い
ま
っ
て
、
し
か
し
米
の
過
剰
に
と
も
な
っ
か
り
ま
す
。
一
役
翌
＿
階
会
議
室
で
助
役
を
は
じ
っ
て
い
た
食
味
の
良
い
米
に
つ
し

]
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ガ
ラ
ス
粉
砕
機
を
購
入
一
ー
何
と
か
考
え
て
や
り
た
い
も
の
の

市
町
村
の
な
か
で
も
八
番
目
の
成
投
なl_
-―
―

1

一
一
投
票
一
番
乗
り
明
和
中
学
校
ー
つ
で
す
が
、
ま
だ
理
状
で
は
、

じ
ん
か
い
処
理
の
一
助
と
し
て
琵
碍
あ
げ
る
こ
と
か
て
二
壬
喜
曇
遣
謡

□5
8
3舟
7
7
1
費
函
一
卒
業
生
の
進
路
訂
籍
昇
豆
T
o
o
t
な
し

し
｀
五
臼
彗
謬
ー
ニ

□i
い
炉
且
ピ
且
"
"
1
1
5
昇
言
心
，
Z
I
J

5
塁
塁
紺
叫
日4

2
1
墨

7
1
2
砥
2
5
9
-
2
4
5
5
0
4
悶
目
＿
南
大
島
の
卒
業
式
を
ま
ち
か
に
ひ
か
え
、
で
1
1
昇
パ
只
汎
バ
ば
碩

且
汀
仇

□

―
い
尻
い
い

5紅
渥
昇
~
ら
り
｀
n
O
O
n
[

f
『
旦
賛
叶
叶
言
s
t
宝

9
冒
今
成
久
雄
さ
ん
日
闘

□
冦
昇
[
[
賢
辻
げ
贔
認
勺
い

E
·
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
投
粟
率
九
一
•
四
四
％
部
部
斗
r
r
上
ー
庁
肛
旧
＇
新
沖
悔
ー
＇
浦
大
叩
須
|
'
入
矢
大
去
の
十
二
月
二
十
七
日
に
執
行
た
は
家
庭
の
手
伝
い
を
な
さ
る
者
い
る
子
ど
も
に
、
温
か
い
も
の
で

指
定
さ
れ
た
日
時
と
男
九
0
．
七
九
％
区
．
1
2
3
4
5
6
7
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
本
年
三
月
も
と
思
っ
て
持
っ
て
い
つ
て
や
る

掲
所
に
楳
荷
し
て
似
女
九
二
·
O
五
％9

ち
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
明
和
中
学
校
を
卒
業
す
る
者
は
、
と
返
事
も
し
な
い
と
か
、
う
る
さ

い
て
下
さ
れ
ば
役
楊
第
第
第
第
＿
第
第
第
け
る
本
村
の
投
票
成
績
は
郡
内
第
男
女
合
わ
せ
て
二
0
0
名
で
あ
り
い
な
あ
と
い
っ
た
表
情
で
ム
ッ
と

か
ら
自
動
車
で
引
き

理
取
り
に
行
き
ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
分
の
＂
赤
五
0
、
0
8
円
一
位
の
輝
か
し
い
成
果
を
お
さ
め
卒
業
生
の
進
路
別
希
望
者
の
内
訳
し
て
い
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

処
粉
砕
出
来
る
も
の
乳
牛
四
八
、
六
0
0
円
ま
し
た
が
、
南
大
品
の
今
成
久
雄

1
1次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
単
に
上
級
学
校
へ
入
学

で
は
一
升
ピ
ソ
以
下
の
（
乳
嚢
計
在
を
行
な
う
）
す
る
た
め
の
受
験
だ
け
こ
な
く
、

機
も
の
又
は
ガ
ラ
ス
の
肉
用
豚
二
、
七
0
0
円
さ
ん
は
通
竺
―
―
十
七
回
目
の
投
可
示
と
く
に
こ
の
二
月
1
三
月
は
学
年

砕
破
損
し
た
も
の
で
、
農
業
所
得
標
準
き
ま
る
前
付
豚
二
三
三
、
0
0
0
円
一
番
乗
り
の
記
録
を
う
ち
た
て
ま
末
で
卒
業
試
験
と
も
か
ち
あ
い
、

辺
金
具
類
、
ピ
ニ
ー
ル
、
‘
繁
殖
豚
九
六
、
0
0
0
円
ー
し
た
。
そ
れ
で
な
く
と
も
高
ぷ
っ
て
い
る

ラ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

い
よ
い
よ
今
年
も
各
種
所
得
申
と
お
り
で
す
。
毀
珀
(
1
0
羽
当
り
）
一
神
経
を
、
さ
ら
に
い
ら
立
た
せ
る

ガ
、
木
片
等
は
粉
砕
出
今
成
さ
ん
は
、
早
起
き
し
て
、
一

を
来
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
水
稲
(
1
0
ァ
ー
当
り
）
一
、
九
0
0
円
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
、
家
中
み

ン
注
意
く
だ
さ
い
。
の
通
り
昭
和
四
十
四
年
の
此
業
所
四
四
、
三
0
0
円
ハ
ウ
ス
(
1
0
ァ
ー
ル
当
り
）
番
乗
り
に
成
功
し
た
と
き
は
気
分
ん
な
で
、
気
を
配
っ
て
あ
げ
ま
し

5

―
日
の
粉
砕
能
力
得
標
準
が
去
る
一
月
三
十
日
の
邑
裏
作
七
‘
1
0
0
円
キ
ュ
ー
リ
四
0
0
、
0
0
0
円
も
皓
々
し
く
、
一
日
中
仕
事
も
精
ょ
う
。

は
飼
料
袋
で
約
三
五
普
通
畑
四
六
、
二
0
0
円
な
お
、
こ
の
椋
罪
に
入
っ
て
い
が
出
ま
す
。
と
元
気
に
語
っ
て
い
、
'
,

〇
袋
は
処
理
出
来
ま
楽
館
林
地
区
協
議
会
に
お
い
て
協
陸
田
四
七
、
八
0
0
円
な
い
経
数
は
土
地
改
良
区
敗
、
耕

す
。
こ
の
事
業
は
年
議
の
結
果
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
ま
し
た
。

狼
蚕
五
七
、
七
0
0
円
運
機
等
農
機
具
の
償
却
は
別
に
差

問
を
通
じ
て
行
い
ま

す
か
ら
ご
協
力
く
だ
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
桑
畑
一
六
、
一
0
0
円
し
引
い
て
染
業
所
得
を
計
算
す
る
し
か
し
、
述
続
三
十
七
回
と
は

さ
い
。
当
村
の
伐
業
所
得
標
臨
は
次
の
梨
畑
青
六
四
、
0
0
0
円
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
偉
い
も
の
で
す
ネ
。

---

旦！」計
者

望者

伝い

プ心
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第
五
回
立
春
式

ー

ー
一
象
す
よ
委

対
催
る
有l口

[
]
這
]
員

げ
ま
し
ょ
う
。

1

一
一
月
二
日
斗
合
田
、
上
江
墨
申
告
忠
は
各
自
記
入
の
上
ご
持
〗
＿
＿
＿
＿
饂
農
業
委
員
会
共
済
見
抑
金
の
訥
求
者
は
昨
年
四

O
H
t
木
村
の
社
会
虚
協
成
会
で
は
他
の
市
町
村
り
｀
”
]
日
」

”
”
I
I
I
[
]
-

＝
＝
＿
攣
下
]
]
冒
冒
[
-
言
』
剛
言
三
冒
[
]
<
]

ー
村
の
後
援
の
も
と
に
去
る
二
月
五
つ
て
い
る
行
事
で
、
中
学
二
年
生
て
る
べ
き
こ
と
。
志
さ
ん
の
激
励
の
こ
と
ば
、
そ
し
以
上
の
楊
所
は
西
公
民
館
損
害
保
険
料
控
除
は
所
得
税
の
事

l

九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、
役
均
み
で
加
入
し
不
應
の
事
故
に
備
え

第

E
l
に
、
元
服
の
現
代
版
と
も
い
う
を
対
象
に
、
十
四
オ
の
刑
事
沢
任
さ
ら
に
何
を
す
る
に
も
他
康
が
て
中
学
校
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
三
月
六
日
南
大
島
（
午
前
）
み
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
皿

[
N
/
-
l

＿
勁
名l
-―
＿
総
務
課
で
樅
狩
さ
れ
ま
す
。
ま
し
ょ
う
。

べ
き
、
第
五
回
少
年
立
春
式
が
閃
年
令
に
達
し
た
こ
と
を
祝
い
励
ま
も
と
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
か
ら
最
後
に
二
年
生
一
六
五
名
を
代
表
中
谷
（
午
後
）
少
に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
円
を
一
・
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

係
者
多
数
参
列
の
も
と
、
役
翌
一
し
、
「
自
i
見
」
「
立
志
」
「
健
康
だ
を
き
た
え
、
た
く
ま
し
く
な
る
し
て
、
吉
永
寵
明
君
よ
り
「
沢
任
三
月
九
日
梅
原
（
午
前
）
新
必
要
と
し
ま
す
。
疇
J
父
~
涌
心
ば
火
牢
口
北
ハ
洛

5

役
場
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
＜
＿

陪
で
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
」
の
三
つ
の
目
標
を
掲
け
て
行
な
べ
き
こ
と
。
と
毅
務
を
は
た
す
ぺ
＜
努
力
し
、
里
（
午
後
）
ま
た
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
一
ー
巾

Fし
込
み
は
三
月
十
日
ま
で
だ
さ
い
。

少
年
立
荘
式
と
は
、
こ
の
村
で
う
応
義
深
い
餃
式
と
さ
れ
て
い
ま
す
な
わ
ち
、
「
自
箕
」
「
立
志
両
親
や
先
生
、
社
会
の
方
々
の
ご
‘
以
上
の
垢
所
は
中
央
公
民
館
れ
た
方
は
、
事
業
税
、
住
民
税
の
皿
人
「
日
パ
の
紬
幻
況

す
。
」
「
翡
」
の
三
つ
の
目
椋
を
掲
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
事
業
税
、
住
民
税
と
も
時
問
は
申
告
は
い
り
ま
せ
ん
。
圃
昭
和
四
十
五
年
貶
「
昭
和
四
十
必
要
事
頃
を
記
入
し
、
会
択
一
人

|

1

 

！
！
ー
ー

1

こ
れ
ま
で
親
け
て
し
る
わ
け
で
す
C

よ
き
日
本
人
、
ま
た
郷
土
を
愛
す
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
°
一
翌
年
四
月
一
H
か
ら
四
十
六
年
＝
ニ
―
ー
百
六
十
円
を
涼
え
て
二
月
十
五
二
月
の
納
税
は
、
有
祝
、
水
道

-
r
1
A
.
‘
9
の
保
護
年
令
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
祝
い
励
る
人
問
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
一
月
三
十
一
日
ま
で
」
の
交
通
災
宅
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
に
屈
組
長
使
用
料
及
び
明
和
土
地
改
艮
骰
で

9

あ
っ
た
も
の
が
ま
し
、
十
四
オ
の
春
を
契
機
と
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
に
滴
ち
竿

R
土
上
二
回
卓
球
大
会
関
済
加
入
中
し
込
み
を
受
け
付
け
を
通
じ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
す
。

紺
．
、
初
め
て
少
年
て
、
日
常
生
活
の
中
で
自
宜
、
立
た
力
強
い
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
て
、
〖
ま
す
。
な
お
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
低
北
合
納
税
日
は

立
、
ー
志
を
持
た
せ
る
よ
う
な
分
担
を
考
厳
粛
の
う
ち
に
も
盛
大
に
式
を
終
＇
男
女
合
せ
て
三
十
一
ー
名
参
加
町
加
入
申
し
込
み
ば
、
各
家
庖
に
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
本
村
二
十
五
日
（
水
）
中
央
公
民
仰

9
.
"
チ
え
、
健
版
に
も
気
を
く
ば
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

1

，
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
十
一
i
-
®
女
イ
疇
配
布
さ
れ
た
会H
e
i
l
込
内
兼
会
員
で
昨
年
一
年
間
に
死
者
一
二
人
、
け
二
十
六
日
（
木
）
東
部
兄
祁
館

払
の
近
川
を
受
＇

1

炒
け
て
、
刑
靡

ら
ー
一
，

9
,
＇
仔
能
力
を
認
め
各
種
納
税
申
告
始
ま
る
回
卓
球
大
会
は
、
一
月
十
八
H
（
俊
勝
坂
士
靡
虐
言
丘
鱈
鱈
い
謬
襲
い
い
い
駅
に
い
に
い
い
鱈
―
ぃ
―
―
―
―
←
i
-
』
い
丘
い
に
い
戸
駐
に

t
ら
れ
る
年
令
に
日
）
明
和
中
学
校
体
育
配
に
お
い
盟
梅
久
保
庭
毬
子
新
里
手
萩
要
領
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
一
①
糾
馨
の
住
所
、
氏
名
（
と
柏
極
的
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

F
「
t
べ
、9

な
っ
た
の
で
、
一
車
告
期
間
は
三
月
十
六
日
で
｀
汀
戸
鱈
丑
]
-
=
―
位
浅
野
フ
ヂ
戸
慧
装
す
か
ら
ふ
る
っ
て
ご
惑
利
を
お
寄
も
に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
る
こ
と
ご
●
入
校
資
格

ヒ
く
だ
さ
し
。
一
性
別
、
生
年
月

H

お
よ
び
戦
菜
を
一
岱
恩
暑
で
義
務
教
育
修
了

三
・
・
・
も
』
]
]
―

□
□
□__
 口
]
ロ
ニ
ロ
染

□`

｀
»
｀
__ 

`
[
]
J
l

n ヵ
ら
-
]
叫
円

□出
い
口

[
-
]
口
の

]
5
]
を
j
l
J
税
あ
一
税
税
]
條
相
＂
／

l
-ここ]
]
]
n
n
]

群
き
万
円

□
｀
口
]
]
[
]
]
定
]
]
四
]
[
印

成
人
訥
が
死
囚
の
卜
，
プ
に
な
っ
ら
も
脳
か
ら
の
命
令
が
と
だ
え
る
一
特
殊
教
育
学
校
一
会
長
小
松
原
滅
司
（
副
会
長
奈
良
一
添
）
跨
の
補
助
も
あ
り
，
修
学
旅
す
。
月
訓
熊
料

て
か
ら
久
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
の
で
、
手
足
な
ど
に
f
し
を
起
し
一
種
介
代
行
）
さ
ん
よ
り
宜
状
、
宜
一
行
伐
、
学
用
品
購
入
烈
等
、
就
学

成
人
柄
は
、
年
を
と
る
と
自
然
に
ま
す
。
発
作
（
発
柄
）
は
生
命
に
一
（
学
校
）
の
入
学
案
内
一
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
一
に
つ
い
て
の
配
地
が
な
さ
れ
て
い

お
こ
り
、
ど
う
に
も
し
ょ
う
が
な
か
か
り
ま
す
の
で
、
絶
体
安
静
に
一
―
®
□
[
時
崎
敏
夫
J
I
I
俣
一
ま
す
。
句

4
苓
か
ら

い
現
象
で
あ
る
い
う
な
印
象
を
与
し
て
医
師
の
指
示
を
ま
つ
こ
と
で
―
い
よ
い
よ
入
学
郎
備
の
時
期
が
も
さ
ん
が
た
の
た
め
に
特
殊
教
育

え
て
お
り
ま
す
が
、
ガ
ン
に
し
て
す
。
一
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
ー
を
行
な
う
学
校
ゃ
学
級
を
設
け
て
一
準
悦
勝
斉
豚
＇
竺
一
郎
江
口
＿
新
有
権
者
の

日
も
、
術
閃
器
系
の
病
気
に
し
て
も
⑥
心
殷
柄
に
＂
＇
、
心
不
全
や
紐
、
お
母
さ
ん
も
心
か
ら
お
立
り
び
色
お
り
ま
す
。
三
位
田
部
井
政
糾
梅
原
·
卒
業
生
胸
に
と
き
め
く
理
想
像

5

決
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
病
気
応
症
、
心
筋
破
阪
が
あ
り
ま
す
。
一
ど
も
さ
ん
も
楽
し
い
拶
を
え
が
ぃ
一
即
害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
で
も
―
-
=
―
位
渡
辺
鋭
一
特
殊
宙
i
V
i
―
咸
心
想
文
募
梨
北
島
若
水

1

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
庭
閑
の
廿
柿
卒
業
記
念
の
樹

林
倫
宿

麿
圧
が
長
く
節
く
と
高
血
圧
性
元
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
就
学
義
務
の
猶
予
、
免
除
が
な
さ
＿
な
お
、
特
殊
学
校
入
学
後
は
‘
＿

月
そ
こ
で
次
の
こ
と
に
よ
く
注
将
「
心
不
仝
と
な
り
、
冠
状
動
脈
硬
化
一
と
こ
ろ
で
子
ど
も
さ
ん
が
、
限
れ
な
い
限
り
、
保
設
者
は
そ
の
で
就
学
奨
励
法
に
よ
り
、
家
庭
状
況
一
新
し
く
布
柚
名
と
な
ら
れ
た
方

2

し
て
飩
嬰
文
し
い
生
活
を
き
す
一
に
よ
っ
て
秋
点
ゃ
蒻
硬
低
と
が
み
え
な
か
っ
た
り
、
耳
が
き
こ
一
ど
も
さ
ん
を
就
“
子
さ
せ
な
け
れ
ば
一
等
に
よ
っ
て
経
済
的
負
担
を
軽
滅
ー
カ
か
、
最
近
の
衆
議
伝
靡
総
選
一
畑
打
つ
や
吹
く
風
は
こ
ぷ
卒
業
歌

く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
i
高
瀬
依
根
子

ー
な
り
ま
す
。
i
え
な
い
、
手
足
が
不
自
由
で
あ
き
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
雫
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
補
助
が
一
挙
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
「
成
人

勾
―
―
卒
契
歌
万
感
の
余
韻
耳
た
ぷ
に
在

®
高
血
圧
が
長
く
紐
く
と
脳
や
◎
ガ
ン
は
、
従
来
か
ら
不
治
の
ち
え
お
く
れ
が
ひ
ど
く
他
の
子
に
り
ま
せ
ん
。
―
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
購
入
一
の
日
」
を
迎
え
て
、
新
有
権
者
ま

5
-

―
り
．
林
秀
妊

き
さ
ガ
け
の
春
の
便
り
か
チ
ュ
ー

4

心
駁
、
召
殿
の
歴
i
を
起
こ
し
ま
病
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
ま
し
ー
つ
い
て
行
け
な
い
、
と
い
っ
た
こ
一
特
殊
教
育
学
校
に
つ
い
て
こ
ま
般
、
学
校
給
仕
毀
、
通
学
の
た
や
た
は
社
会
人
と
し
て
、
自
ら
経
験

リ
ッ
ブ
．
安
見
あ
っ
子

和
す
。
と
く
に
日
本
人
は
高
血
圧
か
一
た
が
、
最
近
で
は
医
学
の
巡
ル
に
と
で
お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
力
や
か
い
こ
と
は
、
役
出
教
育
委

R
会
の
交
通
敗
、
通
学
困
雄
な
も
の
に
し
、
考
え
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由

霊
女
さ
て
は
台
箔
防
主
か
な

ら
起
こ
る
脳
卒
中
の
予
防
に
気
を
よ
っ
て
早
期
発
見
、
早
期
治
掠
を
就
学
さ
せ
る
の
に
不
安
を
お
感
じ
各
小
、
中
学
校
で
知
る
こ
と
が
で
一
は
寄
宿
舎
（
頁
賤
、
肢
体
不
目
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
機
会
が
設

昭
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
な
え
ば
、
な
お
る
よ
う
に
な
り
に
な
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
こ
き
ま
す
の
で
、
釈
極
的
に
ご
相
談
由
児
対
象
の
二
葉
殺
談
）
の
利
用
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
r
o

＠
脳
卒
中
の
お
も
な
も
の
は
、
＿
ま
し
た
。
お
そ
ろ
し
い
ガ
ン
か
ら
ー
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
た
子
ど
＿
し
て
く
だ
さ
い
。
が
で
き
そ
し
て
紅
具
、
日
用
品
、

1
ご
癌
想
を
発
表
し
て
い
た
だ

v

田
口
春
栄

2サ



よ
し
な
し
言

村の人口
ー3 月 1 日現在一一
世帯数 18町戸
人口総数 fr/12人

男 4304人

女 “08人
(2 月中のうごき）

出生 12人 死亡 4 人
転入 21人 転出33人

落
成
式
と
村
歌
発
表
会

眼
は
心
の
窓
で
あ
り
、
健
康
の

・
ハ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

人
間
の
健
康
は
い
つ
も
眼
に
あ

ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
喜
怒
哀

楽
の
情
は
必
ず
そ
の
眼
に
あ
ら
わ

二
、
ハ
ア
ー

れ
る
。
そ
れ
は
か
く
そ
う
と
思
っ

川
俣
宿
の
色
里
灯
り

て
も
、
か
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

消
え
て
せ
つ
な
や
恋
の
や
み

人
間
自
然
の
精
神
餘
で
あ
る
。

ふ
る
は
女
郎
衆
の
や
ら
ず
の
市
か

う
れ
し
い
時
は
顔
面
筋
が
ほ
こ
ろ

昭
和
橋
さ
え

R

に
う
る
む

ぴ
自
分
も
、
あ
た
り
の
人
の
心
も

三
、
，
ァ
ー

明
る
＜
す
る
°
怒
っ
た
時
は
顔
が
、

今
も
伝
わ
る
本
陣
跡
に

こ
わ
ば
っ
て
阿
修
羅
の
よ
う
な
相

昔
を
し
の
ぶ
供
ぞ
ろ
い

を
呈
し
て
、
あ
た
り
は
陰
惨
に
な

下
に
下
に
の
街
迅
筋
も

る
。
わ
れ
わ
れ
は
心
を
明
る
＜

変
り
ま
し
た
よ
ハ
イ
ウ
エ
ー

し
い
眼
の
持
主
}
2な
り
た
い
。

工
費
千
四
百
五
十
万
円
を
も
っ
て
新
山
ま
り
こ
さ
ん
を
招
い
て
行
な
心
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ハ
、
精
神
又
は
身
体
に
永
続
的
な
東
部
＿
四
―
―
―
―

着
工
さ
れ
、
二
月
上
旬
完
成
し
た
わ
れ
、
西
小
体
育
館
に
は
お
う
ぜ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
に
は
西
小
児
童
障
害
を
有
す
る
者
で
、
そ
の
障
中
部
一
七
―
―
­

も
の
で
、
工
事
施
工
は
村
内
荒
井
い
の
観
客
が
お
と
ず
れ
澁
負
に
な
の
舞
踊
、
合
唱
、
合
奏
の
ほ
か
、
害
の
程
度
が
前
二
者
と
同
程
度
西
部
二
八
ニ
ニ

盛
大
に
行
な
わ
れ
る
建
設
株
式
会
社
が
請
け
負
い
鉄
骨
る
ほ
ど
で
し
た
°
歌
手
に
よ
る
若
い
お
巡
り
さ
ん
、
と
認
め
ら
れ
る
者
合
計
五
九
四
七

造
り
で
、
建
物
総
床
面
租
は
五
八
発
表
会
は
、
村
長
の
あ
い
さ
つ
民
謡
、
そ
の
他
お
得
慈
の
歌
を
聞
⇔
加
入
資
格
◎
小
学
校
入
学
者

一
、
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
に
始
ま
り
、
作
曲
家
（
利
根
一
郎
か
せ
て
く
れ
観
客
は
大
喜
び
で
し
心
身
障
害
者
の
保
護
者
で
あ
っ
男
女

辞
を
の
ぺ
、
奈
良
助
役
よ
り
工
事

『
西
小
体
育
館
の
経
過
報
告
、
功
労
者
へ
の
感
謝
ま
た
、
講
堂
と
し
て
も
使
用
で
き
先
生
）
、
作
詞
家
（
酒
井
良
之
佑
た
。
て
加
入
時
に
お
い
て
次
の
要
件
に
東
小
一
七
一
六

る
よ
う
に
正
面
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
先
生
）
の
紹
介
、
両
先
生
に
感
謝
な
お
、
明
和
村
の
歌
の
レ
n

ー
該
当
す
る
者
西
小
二
八
三
五

明
中
産
業
教
室
落
成
式
』
状
賠
呈
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、
つ
く
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
状
の
贈
呈
、
花
束
贈
呈
両
先
生
ド
は
四
月
中
旬
頃
ビ
ク
ク
ー
に
よ
イ
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
合
計
四
五
五
一

の
あ
い
さ
つ
に
次
い
で
村
歌
の
発
り
製
作
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
、
◎
明
中
入
学
者

西
小
学
校
長
よ
り
感
謝
の
言
葉
が

し
口
、
四
羹
未
満
の
者
（
但
し
昭

芦
竺
い
〖
[
]
`
]
]
』
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西
日
日
口
＂
作
曲
さ
れ
酒
井
良
之
，
＂

□

9

日
伍
に
ピ
甘
且
[
:
戸
も
う
す
ぐ
学
校

-
1
1
1
1

・
l`
-

凸
虞
団
叫
疇
訓
加
こ
冒
鴫
[
[
口
冒
冒
詞
瓢
疇
冒
疇
／
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体
[
-
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産
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請
求
は
お
済
み
で
す
か
動
車
は
除
か
れ
ま
す
）
が
あ
ら
た
こ
の
沢
任
保
険
の
保
険
料
は
（
中
に
入
れ
た
も
の
の
出
し
入
れ
に

I
I

明
和
村
の
歌

明
和
音
頭
作
詞
酒
井
良
之
佑
四
、
ハ
ア
ー
に
沢
任
保
険
の
対
象
に
加
え
ら
れ
保
険
期
問
十
ニ
カ
月
の
も
の
）
軽
手
問
の
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す

作
曲
利
根
一
郎
お
ら
が
屋
敷
も
鋲
守
の
森
も

1
1

請
求
期
限
三
月
三
十
一
日
1
1

ま
し
た
。
強
制
保
険
制
度
で
す
か
自
動
車
が
八
、
三
五

0
円
で
原
動
な
る
ぺ
く
取
扱
い
の
簡
単
な
も
の

一
、
ハ
ア
ー
を
選
ん
で
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

今
ぢ
や
川
原
の
枯
れ
す
す
き
こ
の
引
拐
老
特
別
交
付
金
は
、
万
円
ま
で
の
額
が
、
ま
た
逍
族
の
ら
、
こ
の
保
険
に
加
入
し
な
い
と
機
付
自
転
車
が
三
、
五
五

0
円
と

硲
石
（
い
し
）
は
朽
ち
て
も
お
と
な
が
見
て
こ
れ
は
便
利
だ
と

こ
こ
ろ
し
み
じ
み
堤
に
た
て
ば
終
戦
日
ま
で
引
続
き
一
年
以
上
外
方
は
そ
の
七
割
の
額
が
支
給
さ
れ
運
転
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
掛
金
に
よ
思
っ
て
も
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
は

思
い
出
し
ま
す
子
守
唄
地
に
住
ん
で
い
て
終
戦
な
ど
の
や
ま
す
。
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
に
違
反
す
る
給
付
金
額
は
、
死
亡
の
褐
合
叢
何
と
も
扱
い
に
く
い
品
物
が
た
＜

そ
の
名
を
の
こ
す

作
詞
酒
井
良
之
佑
む
を
得
な
い
理
由
で
引
掲
げ
て
こ
支
給
の
方
法
は
、
十
年
均
等
供
る
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
店
五

0
0
万
円
で
仕
低
の
褐
合
が
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。
お
店
に

享
保
の
義
人
佐
吉
ど
ん

作
曲
利
根
一
郎
ら
れ
た
方
や
、
引
拐
後
ま
た
は
引
還
の
国
依
を
も
っ
て
交
付
さ
れ
る
軽
自
動
車
と
原
動
機
付
自
転
車
最
高
五

0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
つ
れ
て
い
っ
て
、
お
子
さ
ん
に
選

人
の
た
め
な
ら
い
の
ち
も
す
て
る
明
和
小
唄一

、
遠
い
昔
の
佐
貫
の
荘
を
揚
前
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
述
族
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
、
陸
運
事
務
所
の
車
体
検
査
が
。
保
険
の
取
り
扱
い
は
各
保
険
会
ば
せ
る
と
目
う
つ
り
し
て
ど
れ
が

今
も
変
ら
ぬ
こ
こ
ろ
慈
気

丸
く
合
せ
た
明
和
の
里
は
方
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
交
付
金
で
な
お
、
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
な
い
の
で
、
保
険
期
間
が
切
れ
て
社
と
梨
協
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
い
い
か
迷
わ
せ
る
ば
か
り
で
す
か

サ
ア
サ
、
サ
ラ
サ
ラ
七
ョ
イ
ト

n

ラ
コ
ラ

そ
う
だ
ん
ぺ
な
（
以
下
同
じ
）
ら
、
は
じ
め
は
、
親
が
ご
近
所
の

み
の
り
翌
か
な
こ
が
ね
の
む
ら
よ
請
求
期
限
は
き
た
る
三
月
三
十
一
お
判
り
に
な
ら
な
い
方
は
、
役
褐
も
継
続
す
る
の
を
忘
れ
て
い
る
こ
叩
i
却
ヰ
四

I
+
'右芦
ヰ
・
症
g
同
じ
ご
家
庭
の
親
ご
さ
ん
と
も
相

利
根
の
流
れ
と
（
拍
手
）
―
つ
に
生
き
る
日
と
な
っ
て
い
ま
す
°
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
県
内
で
｝
」
談
し
合
っ
て
買
っ
て
与
え
る
ほ
う

二
、
川
は
利
根
川
坂
束
太
郎
諸
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
諸
求
い

0

う
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
る
無
保
険
入
学
者
調
ぺ
が
無
難
で
す
。

恋
の
か
け
栢
あ
の
昭
和
橋
笞
は
受
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
三
月
三
十
一
日
の
諸
求
期
限
も
車
が
現
在
三
分
の
一
あ
る
こ
と
が
た
だ
、
学
用
品
は
エ
ソ
ビ
ツ
で

か
け
た
梢
け
は
い
つ
い
つ
ま
で
も
権
利
の
あ
る
方
は
早
め
に
役
場
住
問
近
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
せ
っ
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
．
昭
和
四
十
五
年
度
に
就
学
す
る
も
消
し
．n
ム
で
も
規
格
品
で
す
か

梨
の
あ
ま
み
と
心
に
の
こ
る
民
謀
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
か
く
の
権
利
を
失
わ
な
い
よ
う
手
一
方
交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
小
、
中
学
生
お
よ
び
幼
稚
園
・
幼
ら
、
持
ち
も
の
は
全
部
同
じ
と
い

三
、
日
且
[
5鯰
ら
の
せ
月
豆
い
評
口
鱈9
f
は
、
早
め
に
い
た
し
ま
し
ょ
一
丑
伍
い
す
と
、
原
動
心
ば
穏
巫
生
徒
数
は
、
次
の
エ
止
胃
，
｀

5
5

夢
と
希
望
を
一
ば
い
の
せ
て
ど
の
区
分
に
よ
り
、
引
揚
者
一
人
機
付
自
転
車
に
よ
る
事
故
で
も
被
◎
幼
稚
園
、
幼
児
学
級
入
園
者
衣
類
に
も
。

と
ん
で
き
ま
し
た
お
い
ら
の
む
ら
に
に
つ
い
て
二
万
円
か
ら
最
高
十
七
害
額
が
一

0
0
万
円
か
ら
二
0
0

男
女
計

べ

t
 

n_-a 

一
五
0

九六三計
六三三

二
七

二
九

五
〇

1
0
六

ュア
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(2) 

スタイルは 1 級なみ、腕前は？

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
固
定
査
産
（
士
地
）
、
家
屋
、
償

却
資
産
の
所
有
者
等
の
関
係
者
に

ヵ
ぎ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
の
固
定
柑
近
を
朋
ら
か
に
す
る
た
め
、
固
定
資
、

の
状
況
お
よ
び
固
定
預
産
の
価
格
産
課
税
台
帳
を
左
記
の
日
程
で
縦

四
致
し
ま
す
か
ら
閲
覧
し
て
誤
り

A
9日
バ
の
納
税

や
価
格
等
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ

‘
。
-
―
一
月
の
納
税
は
、
右
線
、
水
追

縦
肛
期
r
J
I
の
使
用
料
で
す
。

三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
集
合
納
入
日
は

拐
所
明
和
村
役
垢
税
務
課
二
十
六
日
中
央
公
民
館

紺
日
午
前
八
時
一
＿
＿
十
分
か
ら
午
二
十
七
日
東
部
児
常
館

後
五
時
ま
で
で
す
、
士
陥
日
は
正
二
十
七
日
斗
合
田
没
王
ヽ
ず

午
ま
で
と
し
、
日
駆
日
は
際
き
ま
―
―
―
十
日
西
公
民
館

r

。
―
―
―
十
日
矢
島
公
民
館

な
お
、
固
定
沢
産
課
税
台
帳
の
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
最
寄
り

縦
閃
の
出
来
る
方
は
原
則
と
し
て
の
楊
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

‘
総
勢
六
十
名
参
加

明
和
村
体
育
協
会
t
I
l
r
に
よ
る
然
戦
が
展
聞
さ

第
十
＝
―
-
同
女
イ
ベ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
れ
、
終
始
な
ご

会
が
、
広
る
一
―
-
1
1
-
1
1
(
1
1
)
I
J
I
や
か
な
雰
囲
気

和
中
学
校
体
育
節
に
お
い
て
盛
大
の
う
ち
に
大
会

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
が
終
了
し
ま
し

こ
の
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
は
、
た
。

日
頃
家
市
で
お
わ
れ
て
、
と
か
く
な
せ
、
成
駅

運
動
不
足
気
味
の
主
姉
を
対
匁
と
は
左
記
の
と
お

し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
り
で
す
。

補
欠
三
名
を
含
む
十
二
名
で
チ
ー
優
勝

ム
が
つ
く
ら
れ
、
今
大
会
に
は
、
南
大
凡
チ
ー
ム

南
大
島
、
大
佐
虹
、
新
見
、
江
口
準
優
勝

中
央
幼
椎
囚
保
茂
名
チ
ー
ム
を
含
大
佐
刊
チ
ー
ム

む
、
五
チ
ー
ム
総
勢
六
十
名
が
参
―
―
―
位

加
し
て
、
咀
上
り
の
寒
さ
に
め
も
中
央
幼
稚
國
チ

げ
ず
広
々
と
し
た
体
育
館
秋
し
と
ー
ム

は
も
ち
ろ
ん
限
界
が
あ
り
、
科
学
「
み
ん
な
の
声
」
の
閥
を
設
け
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ

第
一
回
臨
時
会
財
政
力
に
よ
る
消
防
力
の
整
備
に

□
疇
知
給
与
改
正
条
例
な
ど
[
ぃ
心
口
ぃ
賛
江
は
訂
を
集
危
見
で
も
り
づ

V
り
の
原
勁
塁
な
茎
大
き
V

を
経
済
的
、
効
率
的
に
使
用
す
る
伸
び
て
行
く
で
し
よ
う
。
政
治
、
経
済
、
産
業
、
教
育

声
文
化
、
社
会
問
題
、
な
ん
で
も
結
構
、
建
設
的
ご
意
見

十
四
議
案
可
決
こ
と
に
よ
り
充
実
し
た
消
防
力
の
ー

1

号
整
備
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
政
令

2

本
年
度
第
一
回
臨
時
村
談
全
は
れ
ま
し
た
。
越
え
て
一
体
的
な
、
有
効
か
つ
適
指
定
の
面
で
も
有
利
な
取
扱
い
が
の
を
ど
し
ど
し
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

1
0
二
月
二
十
一
日
会
期

l
日
で
開
か
◇
水
道
ポ
業
会
計
補
正
予
諄
切
な
、
消
防
活
動
を
行
な
う
こ
と
受
け
ら
れ
ま
す
。
即
ち
舒
通
交
付
斤

9
草
K

第
れ
ま
し
た
。
水
迫
市
業
会
計
の
追
加
は
、
給
が
で
き
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
税
の
大
巾
な
増
額
と
補
助
金
、
起
ん
原
稿
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記

依
の
決
定
に
優
先
的
な
取
扱
い
を
み
紙
上
匿
名
は
自
由
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
駿
負
の
与
改
汀
並
ぴ
に
戦
且
一
名
増
に
よ
初
期
梢
化
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
行

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
消
防
財
源

r
_

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
る
不
足
四
十
四
万
円
、
そ
の
他
二
政
、
救
急
業
務
な
ど
、
行
政
水
準

及
び
釦
林
地
区
栢
防
組
合
の
設
立
千
円
で
子
箕
総
額
は
、
八
百
七
十
の
向
上
と
均
等
的
な
行
政
が
可
能
原
稲
の
長
さ
一
＿
＿
百
字
何
内
。

に
つ
い
て
な
ど
十
四
議
棠
を
い
ず
九
万
八
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
府
と
な
り
ま
す
。
消
防
体
制
の
充
実
が
非
常
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
金
は
給
水
収
益
の
妍
収
見
込
と
受
強
化
が
可
能
に
な
り
科
学
化
が
図
な
お
、
こ
の
組
合
は
四
十
五
年

た
。
そ
皇
な
内
容
は
次
の
お
と
託
エ
ポ
収
益
刑
加
で
補
て
ん
し
ま
ら
れ
る
こ
と
、
単
独
の
市
町
村
の
四
月
一
日
か
ら
発
足
し
ま
す
。
国
国
早
｛
午
千
企
孟
の
古
向
齢
咆
者
の

◇
一
般
耽
員
の
給
与
に
関
す
る
農
薬
の
空
中
散
布
を
実
施
た
め
の
五
年
年
金
制
度

り
で
す
す
。

は
う
け
る
貸
格
期
問
を
満
た
し
て
一
加
入
の
申
込
み
を
す
る
と
、
国
度
で
励
ま
し
て
や
る
こ
と
が
大
切

老
齢
者
の
皆
さ
ん
に
耳
よ
り
な

H
ハ
年
四
月
に
お
い
て
、
国
民
年
金
な
い
者
で
あ
る
こ
と
民
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
で
す
。

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
消
防
組
合
の
設
立

話
を
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
ー
制
度
に
加
入
し
な
か
っ
た
甜
齢
者
こ
の
五
年
年
金
制
度
へ
の
加
入
こ
の
国
民
年
金
手
帳
に
甚
ず
い
て
子
ど
も
が
不
良
化
す
る
の
は
、

昨
年
八
月
人
事
院
勧
伯
に
も
と
―
―
一
月
―
―
十
六
日
か
ら
三
日
問

本
村
に
お
い
て
は
稲
作
等
の
病
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
末
に
行
な
わ
れ
た
国
民
年
金
法
の
ー
に
対
し
、
も
う
一
度
年
金
を
う
け
の
申
込
み
は
、
す
で
に
今
年
＿
月
中
込
み
を
し
た
月
か
ら
五
年
問
、
親
の
考
え
を
そ
の
ま
ま
押
し
つ
け

づ
き
固
家
公
務
は
の
給
与
が
給
料
◇
館
林
地
区
硝
防
組
合
の
設
立

害
虫
防
除
の
一
肉
と
し
て
過
去
二
実
苑
期
日
は
一

l一
月
二
十
六
日
か
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
一
ら
れ
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
る
ょ
か
ら
役
街

H
民
課
で
受
け
付
け
ら
月
額
七
百
五
十
円
の
保
険
料
を
納
た
り
・
・
・
・
と
い
う
よ
う
な
こ
と

J
I
額
平
均
十
、
二
％
、
平
均
五
千
に
つ
い
て

つ
ヶ
年
引
続
き
春
季
農
桑
の
空
中
散
ら
三
日
問
、
咋
年
と
同
様
ヘ
リ
コ
に
五
年
問
保
険
料
を
納
め
れ
ば
老
ー
う
に
す
る
た
め
、
設
け
ら
れ
た
制
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
六
月
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
額
一
二
万
が
多
く
、
子
ど
も
の
反
抗
心
を
か

六
百
六
十
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
こ
の
組
合
ば
、
船
林
地
区
消
防
一

に
伴
な
い
、
こ
れ
に
準
じ
て
明
和
組
合
と
称
し
、
館
林
市
、
板
合
町

村
行
の
給
与
を
改
l
L
す
る
も
の
、
邑
楽
町
、
叫
和

H
、
千
f
lm村
布
を
実
旋
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
プ
ク
ー
三
機
に
よ
り
実
施
し
ま
す
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
る
と
い
う
、
度
で
す
，
末
日
で
締
め
切
ら
れ
、
そ
の
後
は
円
（
月
額
）
二
千
五
百
円
の
老
齢
年
り
た
て
る
よ
う
な
言
動
が
家
庭
内

し
て
批
発
所
得
の
増
大
を
は
か
つ
。
散
布
料
金
は
昨
年
と
同
じ
く
一
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
の
た
め
の
五
年
こ
の
五
年
年
金
制
度
に
加
入
で
希
望
し
て
も
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
に
あ
る
か
ら
で
す
。
家
庭
は
、
家

l
oァー
ル
当
り
四
一
0
円
の
予
定
年
金
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
き
る
の
は
、
次
の
要
件
を
備
え
て
加
入
す
る
四
格
の
あ
る
人
で
ま
だ
い
ま
す
。
保
険
料
を
五
年
間
納
め
族
み
ん
な
が
話
し
合
え
る
機
会
を

で
平
均
三
千
六
“
九
十
七
円
引
き
で
組
紐
し
て
梢
防
組
紐
法
及
び
泊

ヽ
ー
ル
を
使
こ
れ
は
国
民
年
金
の
拠
出
制
の
い
る
も
の
で
す
。
加
入
の
手
続
が
す
ん
で
い
な
い
人
て
た
と
き
六
十
五
歳
に
な
っ
て
い
で
き
る
だ
け
多
く
持
ち
、
い
つ
も

点
ら
れ
ま
し
た
。
i
"
臼
校
卒
の
初
防
法
で
定
め
る
市
町
村
の
消
防
事
て
き
た
わ
け
で
す
。

年
金
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
一
二
十
日
明
治
旱
九
年
四
月
二
日
か
ら
は
、
急
い
で
役
臀
民
課
に
加
人
一
な
い
人
は
、
六
十
五
歳
か
ら
年
金
明
る
＜
、
楽
し
み
の
お
で
あ
る
よ

9

任
給
は
二
召
一
千
八
百
円
（
二
千
務
を
共
同
処
理
す
る
も
の
で
館
林
た
ま
た
ま
本
年
は
国
の
米
の
生
で
す
。
臣
薬
は
マ
ク
，
ハ

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ぅ
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

八
百
円
引
き
上
げ
）
と
な
り
ま
し
市
大
手
町
―

0
番
一
号
に
事
務
所
庄
濶
整
と
い
う
問
題
が
起
き
て
お
用
し
ま
す
。

た
。
ま
た
、
扶
洒
手
当
、
通
勁
手
を
お
き
、
本
署
に
ス
ノ
ー
ク
ル
（
り
ま
す
が
、
去
る
昭
和
四
十
二
年
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
こ
と

当
、
十
二
月
の
期
企
手
当
て
の
引
屈
折
は
し
ご
付
哨
防
車
十
五
m
級
の
減
収
を
思
い
起
す
と
、
防
除
を
ス
キ
ー
教
室
開
く
⇔
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
国
民
年
学
年
末
の
少
年
に
暖
か
い
愛
の
手
を
i
可
ー
ふ

5
が
ら

杖
き
上
げ
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
）
を
一
台
賂
入
し
、
施
設
の
な
い
は
ぷ
く
と
一
割
減
反
ど
こ
ろ
か
大
金
の
被
保
険
者
と
な
ら
な
か
っ
た

つ
て
き
ま
し
た
。
親
に
と
つ
て
、
就
戦
の
き
ま
っ
た
少
年
は
、
安
士
筆
摘
む
頬
の
下
げ
髭
払
ひ
つ
つ

◇
訊
勁
特
別
戦
及
び
乳
祁
勤
特
明
和
村
、
千
代
田
村
の
各
分
逍
所
き
な
減
収
が
心
配
さ
れ
る
わ
け
で
臣
虚
瀬
、
一
戸
合
居
ス
キ
ー
埠
勿
こ
と
親
に
と
つ
て
心
配
な
手
節
が
や
大
切
で
す
。

別
版
の
給
与
等
の
条
例
の
一
部
に
は
、
水
そ
う
什
自
動
車
ボ
ン
プ
す
。
昨
年
空
散
を
実
旋
し
た
市
町
男
女
合
せ
て
五
十
五
名
参
加
⇔
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組

段
改
正
に
つ
い
て
を
購
入
し
そ
れ
ぞ
れ
＿
台
，
つ
つ
配
村
も
本
年
連
続
行
う
こ
と
に
な
つ
合
な
ど
の
被
保
険
者
や
組
合
負
で
い
ち
ば
ん
心
配
な
と
き
、
そ
れ
は
心
と
解
放
惑
か
ら
、
と
も
す
る
と
北
凡
若
水

鷹
特
別
戟
及
び
非a吊
勤
特
別
車
し
ま
す
。
こ
の
組
合
の
利
占
は
て
お
り
ま
す
。
第

□日
，
＂
1
1塁g

-
3
叶
甘
彗
＂
~
鬱
[
'
か
ら
老
齢
（
退
｀
只
い
・
き
ま
る
と
き
で
謬
汀

0
五
碍
月
厨
か
ら
春
の
香
立
て
且
＂

、
八
、
九
日
の
二
泊
三
日
に
よ
り
の
初
心
者
も
大
き
な
穴
を
あ
け
な
戦
）
年
金
、
通
産
老
齢
通
産
（
退
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
時
削
特
布
ま
ら
な
い
少
年
は
＂
あ
せ
り
な
休
耕
を
偲
ぴ
眺
め
る
春
田
か
な

戦
の
給
与
、
十
二
月
の
期
末
手
当
、
消
防
の
常
備
化
と
同
時
に
広
域
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
村

一
利
根
郡
片
品
村
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
く
な
り
ま
し
た
。
＿
職
）
年
金
を
う
け
て
い
な
い
か
又
の
ふ
ん
い
き
で
、
ち
ょ
っ
と
の
刺
ど
か
ら
、
お
ち
つ
き
が
な
く
な
っ
原
口
春
賭

、
旅
伐
等
の
引
き
上
げ
が
行
な
わ
化
が
図
ら
れ
、
市
町
村
の
境
界
を
も
農
染
名
粁
さ
ん
の
協
力
を
得
て
一

且
悶
怠
と
し
て
、
講
師
に
日
本
激
か
ら
不
良
の
仲
間
に
、
は
い
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
蝶
の
来
て
俄
然
崩
る
る
固
児
の
輪

を
よ
く
お
し
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ス
キ
ー
連
盟
公
認
一
級
免
許
を
取
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
が
い
ち
ば
ん
大
切
な
時
期
で
す

0

田
口
春
栄

か
わ
い
い
新
入
生
を
⑥
友
だ
ち
の
姿
で
教
え
よ
う
得
し
て
い
る
、
矢
島
の
渡
辺
勝
美
少
年
期
に
お
け
る
転
換
削
と
も
就
戦
や
進
学
に
不
幸
に
し
て
失
釣
り
人
の
影
落
と
し
ゆ
き
水
混
む

登
校
、
下
校
す
る
こ
と
ど
も
先
生
（
館
女
店
）
と
江
口
の
飯
塚
い
え
る
こ
の
時
期
を
、
無
廿
に
の
敗
し
た
少
年
に
つ
い
て
は
、
劣
等
林
倫
常

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
の
姿
を
何
回
と
な
く
見
せ
て
「
あ
止
弘
先
生
（
大
聞
々
祁
）
の
両
名
り
き
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が
腹
惑
を
早
く
解
梢
す
る
よ
う
に
、
周
水
温
み
綿
入
れ
を
ぬ
ぎ
忘
れ
束
ぬ

の
こ
は
よ
そ
み
を
し
な
が
ら
歩
い
の
外
、
体
有
指
母
委
員
の
始
沢
重
か
い

n

で
見
守
つ
て
や
る
こ
と
が
囲
の
も
の
が
思
い
や
り
の
あ
る
態
安
見
あ
っ
子

祈
し
く
小
学
校
や
幼
枇
因
、
保
具
体
的
に
、
毎

H

注
邸
し
て
送
り

嘉
匹
に
は
い
る
こ
ど
も
さ
ん
た
ち
ー
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
て
い
る
か
ら
い
け
な
い
」
と
か
「
伯
氏
（
梅
原
）
と
田
口
忠
幸
氏
（
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
十
公
会
水
温
む
川
面
を
な
で
る
風
か
す
か

L
n
]
言

1
1月
｀
｀
｀
｀
：

L
I
』0斤
｀
｀
爪
叫
叫
い
＿
豚
授
乳
夜
と
日
と
守
嗜

®
両
f
に
物
を
も
た
辻
な
い
よ
ば
、
今
年
で
第
五
回
n

を
迎
え
男

で
す
。
が
い
つ
し
ょ
に
、
な
ん
か
い
か
歩

う
に
し
ま
し
ょ
う

0
-
1

十
八
名
、
女
十
七
名
、
合
せ
て

「
と
に
か
く
ぃ
父
叫
の
知
微
だ
け
い
て
「
四
つ
角
は
あ
ぷ
な
い
か
ら

い
ざ
と
し
う
と
き
ヶ
ガ
を
す
五
十
五
名
の
月
が
多
数
の
参
加
し

は
ケ
＂
～
て
お
か
な
け
れ
ば
」
こ
れ
右
左
を
よ
く
見
な
さ
い
」
「
こ
こ

が
お
か
あ
さ
ん
が
た
の
心
悦
で
し
は
右
側
を
歩
く
の
よ
」
と
教
え
こ
一

l

会

日
ょ
う
。
そ
こ
で
小
学
校
や
幼
椎
固
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
る
半
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
で
＿
え
し
た
ぐ
『
大

き
る
だ
け
両
手
に
物
を
も
た
せ
，
べ
と
く
に
今
回
ば
、
初
心
者
の
方
レ

が
多
か
っ
た
た
め
、
初
級
の
ク
ラ
ー

5

保
存
因
の
新
・
人
生
へ
の
安
全
教
＠
事
例
を
話
し
ま
し
ょ
う
0

J

ー
育
の
ア
ド
ベ
イ
ス
を
ま
と
め
て
み
「
手
を
あ
げ
て
樅
断
叱
J
U
を
い
よ
う
に
し
ま
し
上
う
°
ポ

®
出
か
け
て
と
沿
く
と
き
に
i
I
ス
を
一
組
に
わ
け
、
上
級
、
中
級
―

怠
し
ま
し
ー
う
、
初
級
の
一
一
一
部
門
に
わ
け
て
指
導
レ

月
ま
し
た
。
わ
た
ろ
う
」
と
し
つ
て
も
、
こ

が
行
な
れ
ま
し
た
。
＇

3
®
「
気
を
つ
け
て
ね
」
だ
け
で
ど
も
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
、
「
描
．
‘

平
は
だ
め
。
断
す
と
き
は
、
右
左
を
よ
く
見
て
こ
ど
も
の
ド
故
で
、
い
ち
ば
回

朝
、
こ
ど
も
が
で
か
け
る
と
一
、
自
動
車
の
と
ま
る
の
を
た
し
ん
多
い
の
ぱ
家
の
近
く
、
つ
ぎ
ぁ
い
に
く
と
、
舌
降
る
肌
寒
い
1
3

4
5

き
に
、
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
ー
か
め
て
ま
つ
す
ぐ
に
わ
た
る
」
と
に
多
し
の
が
1
1
的
地
の
そ
ば
で
す
大
気
で
し
た
が
、
そ
の
寒
さ
に
も

.
n、
い
く
ら
い
つ
て
も
、
こ
ど
も
は
ピ
こ
ま
か
く
教
え
、
横
断
抄
迫
以
外
家
の
中
か
ら
．
ハ
ノ
と
と
び
出
し
た
め
げ
ず
、
屈
餅
を
祈
き
大
き
な
穴

ン
ト
き
ま
せ
ん
。
「
道
路
に
と
び
の
と
こ
る
は
わ
た
つ
て
は
い
け
な
り
、
も
う
ぐ
と
思
つ
て
人
り
出
す
セ
あ
け
る
も
の
、
と
ま
れ
ず
体
当

昭
出
し
た
ら
あ
ぶ
な
い
よ
」
「
車
の
い
、
ま
た
安
全
に
わ
た
れ
る
自
動
の
が
あ
ぷ
な
し
の
で
す
。
ょ
く
し
り
す
る
も
の
な
ど
柿
々
様
々
で
し

す
ぐ
後
ろ
は
あ
ぷ
な
い
よ
」
な
ど
車
と
の
き
よ
り
な
ど
交
通
の
常
滋
い
き
か
せ
て
お
き
ま
し
上
う
。
た
が
、
講
師
の
方
々
の
熱
心
な
指

2こ（
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